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議　長

川　副　　　剛

副議長

須　藤　敏　規

　町民の皆様には、日頃から議会活動に対し、特段のご理解とご協力を

賜り、心から感謝を申し上げます。

　このたび、令和７年７月の第６回佐々町議会臨時会におきまして、議

員皆様の推挙をいただき、議長・副議長に就任いたしました。身に余る

光栄であると同時に、その職責の重さに身の引き締まる思いです。

　さて前回の議会だよりにおいて、古庄前町長が逮捕されたことに伴い、

議会としての対応を掲載いたしました。この間、町民の皆様をはじめ、

各関係機関の皆様には大変ご迷惑とご心配をおかけしました。混乱した

町政を立て直さなければならないことに加えまして、物価高騰の対策は、

町民の皆様にとって喫緊に解決しなければならない課題と認識していま

す。二元代表制の一翼として行政への監視機能を果たし、町民の皆様の

福祉の向上のため誠心誠意努めてまいります。

　今後とも、佐々町議会へのより一層のご支援とご協力を賜りますよう

お願い申し上げまして、就任のあいさつといたします。

正副議長就任あいさつ
　町議会議員選挙後、初めての議会が令和７年７月１日に行われ、新体制での議会がスタート
しました。
　今回の最年少議員は29歳で、平均年齢は52歳（改選前議員の平均年齢は67歳／令和７年１
月１日現在）となりました。定数10名のうち５名が新人議員となり、また16年ぶりに女性議
員が誕生するなど、本町議会が求めていた多様な人材が選ばれました。
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● 議会の組織（令和７年７月１日現在）

● 佐々町議会委員会構成（令和７年７月１日現在）

議
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常 任 委 員 会

全 員 協 議 会

総 務 厚 生 委 員 会

産 業 建 設 文 教 委 員 会

議 会 広 報 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

議　長　　川副　剛
副議長　　須藤　敏規◎…委員長　〇…副委員長

※議会運営委員及び常任委員の任期　令和７年７月１日～令和９年６月３０日まで

一部事務組合等 氏　　名

川副　剛
長崎県後期高齢者医療
広域連合議会議員

氏　　名

長谷川　忠
監 査 委 員

（ 議 会 選 出 ）

◎永田　勝美　　〇黒田　龍之介
　須藤　敏規　　　中川　由美恵
　棚橋　優汰

◎横田　博茂　　〇井上　智恵美
　長谷川　忠　　　山之内　英樹
　黒田　龍之介

◎黒田　龍之介　　〇山之内　英樹
　中川　由美恵　　　井上　智恵美
　棚橋　優汰

◎須藤　敏規　　〇永田　勝美
　横田　博茂　　　中川　由美恵
　黒田　龍之介

総務厚生委員会 産業建設文教委員会
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新たな革命
2025

佐々町を想う新議員

佐々町は、２年連続県
内の「住みやすい町ラ
ンキング」１位に選ば
れました。もっとよい
町にしていきたいと
思っております。

川副　剛 議員（49歳）
　無所属　２期

好きな食べ物：肉、寿司
趣味：映画鑑賞（恋愛・ホラーを除く）
マンガを読む事（ファブル、ゴリラーマン、
ジョジョの奇妙な冒険（とくに４部））

住民が主人公！
みなさんと力を合わせて、
日本国憲法がくらしに生
きるまちづくりをめざし
ます。多様性（ダイバシ
ティ）と包摂（インクルー
ジョン）の佐々町を！

永田 勝美 議員（71歳）
　日本共産党　３期

好きな食べ物：特に嫌いなものはありませ
　　　んが、肉、魚、果物が大好きです。
趣味：コーラス、旅行、読書、山歩き、
　　　釣り

異常気象で毎日猛暑に
苦しめられています。
自分が町に出来る事は
何か。動いて出来るこ
とをする時間はわずか。
頑張ろう。

須藤 敏規 議員（75歳）
　無所属　５期

好きな食べ物：スイカ、
　　　　　　　シャインマスカット
趣味：草刈り（周辺の環境整備）

町民の皆様による声を
聞き、現場に足を運び
安心安全に暮らせる町
づくりにて、見える町
政を実現したい。

長谷川 忠 議員（71歳）
　無所属　３期

好きな食べ物：魚、肉、スイーツ
趣味：音楽鑑賞（バラード系）、旅行、
　　　映画（プライムビデオ）

安心で活気ある
「笑顔で暮らす
　　　町づくり」
　　  に努めます。

横田 博茂 議員（54歳）
　無所属　２期

好きな食べ物：うなぎ

趣味：小鳥と遊ぶこと

佐々町議会だより　第155号（令和７年９月１日） ４

新たな革命
2025

佐々町を想う新議員

町民の声を形にし、
未来への投資を提
案し、誇れる佐々
町に。

山之内 英樹 議員（55歳）
　無所属　１期

好きな食べ物：パスタ、肉、ワイン、
　　　　　　　日本酒
趣味：ラグビー観戦（TV）

すべての世代に
やさしい町づくりを
誠心誠意努めます。

中川 由美恵 議員（47歳）
　無所属　１期

好きな食べ物： にゅう麺（母が作った）、
　　　　　　　ぶりカマ、マンゴー
趣味：芸術鑑賞会
　　　（美術館、吹奏楽、マーチング）

新人議員で頼りないか
とは思いますが、皆様
の声を聞かせてくださ
い。佐々町のために頑
張ります。

井上 智恵美 議員（39歳）
　無所属　１期

好きな食べ物：パン、スイーツ、桃

趣味：旅行、カフェ・パン屋めぐり

新人議員らしく、ひた
むきな行動力で、より
一層魅力ある佐々町と
なるよう頑張ります。

「佐々町政に新風を!!」

黒田 龍之介 議員（34歳）
　無所属　１期

好きな食べ物：刺身、うなぎ、いちご
　　　　　　　日本酒（呑みものですが）
趣味：スポーツ全般

若輩者ゆえ学ぶこと
が多いですが、佐々
町や農業の発展のた
め、一生懸命努めて
まいります。

棚橋 優汰 議員（29歳）
　無所属　１期

好きな食べ物：カレー、ラーメン、かつ丼
　　　うどん、お好み焼き、たこ焼き etc
趣味：映画鑑賞
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・
備
品
等
は
全
部
で
８
０
０
点
程

度
と
し
、
備
品
等
１
品
に
つ
き

１
０
０
円
を
徴
収
す
る
。

※

金
額
に
つ
い
て
は
、
他
市
町
の

実
績
を
基
に
検
討
し
た
も
の
。

・
見
学
会
に
は
５
団
体
程
度
参
加
。

・
備
品
代
の
収
益
は
予
算
に
計
上

す
る
。

・
譲
渡
で
き
な
い
場
合
は
、
鉄
等

は
高
く
売
れ
る
た
め
複
数
業
者

に
見
積
依
頼
し
、
一
番
高
い
と

こ
ろ
に
売
却
す
る
予
定
。

・
他
の
公
共
施
設
で
必
要
な
い
か

の
確
認
は
済
ま
せ
て
お
り
、
譲

渡
済
み
で
あ
る
。

②
庁
舎
建
設
事
業
に
係
る
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
（
庁

舎
建
設
室
）

〇
新
庁
舎
の
完
成
、
供
用
開
始
と

委

員

会

報

告

総

務

厚

生

委

員

会

改
定
に
つ
い
て
（
建
設
課
）

○
８
月
１
日
の
入
札
以
降
、
通
期

に
加
え
「
月
単
位
４
週
８
休
」

達
成
で
補
正
経
費
増
額
可
。
週

休
２
日
実
施
証
明
書
は
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
で
廃
止
。

②
大
新
田
排
水
機
場
の
現
状
に
つ

い
て
（
農
林
水
産
課
）

○
１
号
ポ
ン
プ
は
温
度
計
カ
バ
ー

脱
落
に
よ
る
短
絡
事
故
に
よ
り

故
障
。
温
度
監
視
の
上
で
通
常

運
転
。７
月
18
日
に
取
替
予
定
。

③
令
和
７
年
災
　
農
地
等
被
災
状

況
に
つ
い
て
（
農
林
水
産
課
）

○
農
地
２
件
、
農
業
用
施
設
２
件

の
計
４
件
が
被
災
。
９
月
か
ら

10
月
に
行
わ
れ
る
国
の
災
害
査

定
に
申
請
予
定
。

④
不
納
欠
損
処
分
に
つ
い
て
（
水

道
課
）

な
っ
た
が
、
旧
庁
舎
の
解
体
、

駐
車
場
整
備
が
残
っ
て
い
る
た

め
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

○
水
道
料
金
、
下
水
道
使
用
料

そ
れ
ぞ
れ
１
万
７
，５
０
０
円

を
不
納
欠
損
処
分
。
収
納
率
は

概
ね
94
％
台
。

⑤
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て

（
企
画
商
工
課
）

○
タ
ク
シ
ー
事
業
者
等
燃
油
価
格

高
騰
対
策
支
援
金
、
学
校
給
食

費
負
担
軽
減
事
業
に
つ
い
て
の

説
明
。

⑥
児
童
生
徒
用
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
の
更
新
に
つ

い
て
（
教
育
委
員
会
）

○
入
札
結
果
（
県
に
よ
る
共
同
調

達
）
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
更

新
計
画
に
つ
い
て
説
明
。

⑦
佐
々
・
口
石
両
小
学
校
体
育
館

屋
根
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

（
教
育
委
員
会
）

○
屋
根
外
壁
改
修
を
行
う
た
め
の

実
施
設
計
業
務
を
行
い
た
い
と

の
説
明
。

⑧
庁
舎
建
設
事
業
に
係
る
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
（
庁

舎
建
設
室
）

○
総
務
厚
生
委
員
会
と
同
じ
内
容

の
説
明
。

佐々町議会だより　第155号（令和７年９月１日） ６

一般会計補正予算
物 価 高 騰 支 援

タクシー事業者等燃油価格高騰対策支援事業
〇燃油価格高騰の影響を受けており、社会インフラとして町民生活の維持に不可欠な運送事業者を支援
〇町内に事業所または登録車両があるタクシー事業、運転代行事業、貸切バス事業を営む中小企業
〇普通タクシー１台あたり２万円（17台見込み）、ジャンボタクシー１台あたり2.5万円（２台見込み）、福祉タクシー
１台あたり２万円（２台見込み）、代行車両１台あたり２万円（４台見込み）、貸切バス１台あたり３万円（８台見込み）

学校給食費負担軽減事業（小学６年生無償化分）
〇物価高騰による保護者負担を軽減し、中学校入学準備資金としてもらうため、
　小学校６年生の給食費を無償化し、子育て世帯を支援
〇佐々小学校、口石小学校に在籍する６年生児童の保護者を対象（対象児童数：約160人）
〇令和７年９月分から令和８年３月分を補助対象（約125食）

学校給食費相当額助成事業（小学６年生・中学生無償化分）
〇令和６年１月から実施している中学生の学校給食費を無償化及び本年９月から実施
　予定の小学校６年生の給食無償化（上記）に伴い、その支援を受けていない方に
　学校給食費相当額の助成を行い、子育て世帯を支援
〇食物アレルギーのため給食の全部の提供を受けられず毎日弁当を持参している児童・生徒、
　本町立外の小・中学校に在籍している児童・生徒（対象児童生徒数：約40人）
〇令和７年９月分から令和８年３月分を補助対象（約125食）

２学期
から

スター
ト

２学期
から

スター
ト

・国庫支出金
・県支出金
・繰入金
・諸収入
・町債

1,242,773
706,631
804,470
202,014
369,700

歳　　　入
・議会費
・総務費
・民生費
・衛生費
・農林水産業費
・商工費
・土木費
・消防費
・教育費
・災害復旧費

88,589
1,269,863
2,561,209

811,446
212,648
90,019

969,957
231,854
817,753
12,930

〈単位：千円〉

※金額は補正後の額

歳　　　出

人　事　案　件
固定資産評価審査委員会委員に就任されました。

まつ お　　　さ　わ　こ

松尾　佐和子 さん　　（任期）令和7年8月1日～令和10年7月31日

副町長に就任されました。
はま だ　　 よしひさ

濱田　能久 さん　　　（任期）令和7年8月1日～令和11年7月31日

令和７年７月臨時会・定例会　賛　否　表
○ は賛成　　× は反対　　― は棄権
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７
月
18
日
（
金
）

【
所
管
事
務
調
査
】

１
．
緊
急
を
要
す
る
事
案
に
つ
い
て

①
定
額
減
税
補
足
給
付
金

　（
不
足
額
給
付
）
に
つ
い
て
（
税

財
政
課
）

〇
国
の
経
済
対
策
に
基
づ
き
、
令

和
６
年
度
税
制
改
正
に
お
い

て
、
令
和
６
年
分
の
所
得
税
及

び
令
和
６
年
度
分
の
個
人
住
民

税
に
お
い
て
定
額
減
税
が
実
施

さ
れ
た
。
そ
の
対
象
者
の
中
で

減
税
し
き
れ
な
い
と
見
込
ま
れ

る
方
に
対
し
て
、
令
和
６
年
度

に
お
い
て
定
額
減
税
補
足
給
付

金
（
調
整
給
付
）
を
行
っ
た
が
、

支
給
額
に
不
足
が
生
じ
た
方
等

に
対
し
、
令
和
７
年
度
に
お
い

て
定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
補

足
額
給
付
）
を
支
給
す
る
。

【
そ
の
他
報
告
】 

①
旧
庁
舎
使
用
物
品
の
譲
渡
会
の

７
月
15
日
（
火
）

【
所
管
事
務
調
査
】

１
．
緊
急
を
要
す
る
事
案
に
つ
い
て

①
大
新
田
第
２
排
水
ポ
ン
プ
場

No
・
３
ポ
ン
プ
故
障
に
つ
い
て

（
建
設
課
）

○
大
新
田
第
２
排
水
ポ
ン
プ
場

No
・
３
故
障
に
よ
り
総
排
水
能

力
が
毎
秒
20
↓
16
・
25
㎥
に
低

下
。
No
・
４
起
動
水
位
を
３
・

85
↓
３
・
70
ｍ
へ
引
下
げ
、
土

の
う
増
産
・
消
防
団
出
動
要
請
・

赤
崎
樋
門
や
取
水
口
の
切
替
徹

底
で
当
面
対
応
。
計
画
諸
元
は

時
間
雨
量
80
・
９
㎜
（
10
年
確

率
）。
修
繕
費
は
７
月
定
例
会

で
計
上
予
定
。

【
そ
の
他
報
告
】

①
週
休
２
日
工
事
の
実
施
要
領
の

産
業
建
設
文
教
委
員
会

開
催
に
つ
い
て
（
総
務
課
）

〇
旧
庁
舎
の
備
品
等
の
再
利
用
を

目
的
と
し
て
譲
渡
会
を
開
催
す

る
も
の
。
譲
渡
対
象
は
町
内
に

事
務
所
等
が
あ
る
公
共
的
な
団

体
と
し
、
個
人
は
対
象
外
と
す

る
（
対
象
団
体
52
団
体
）。

・
備
品
等
は
全
部
で
８
０
０
点
程

度
と
し
、
備
品
等
１
品
に
つ
き

１
０
０
円
を
徴
収
す
る
。

※

金
額
に
つ
い
て
は
、
他
市
町
の

実
績
を
基
に
検
討
し
た
も
の
。

・
見
学
会
に
は
５
団
体
程
度
参
加
。

・
備
品
代
の
収
益
は
予
算
に
計
上

す
る
。

・
譲
渡
で
き
な
い
場
合
は
、
鉄
等

は
高
く
売
れ
る
た
め
複
数
業
者

に
見
積
依
頼
し
、
一
番
高
い
と

こ
ろ
に
売
却
す
る
予
定
。

・
他
の
公
共
施
設
で
必
要
な
い
か

の
確
認
は
済
ま
せ
て
お
り
、
譲

渡
済
み
で
あ
る
。

②
庁
舎
建
設
事
業
に
係
る
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
（
庁

舎
建
設
室
）

〇
新
庁
舎
の
完
成
、
供
用
開
始
と

委

員

会

報

告

総

務

厚

生

委

員

会

改
定
に
つ
い
て
（
建
設
課
）

○
８
月
１
日
の
入
札
以
降
、
通
期

に
加
え
「
月
単
位
４
週
８
休
」

達
成
で
補
正
経
費
増
額
可
。
週

休
２
日
実
施
証
明
書
は
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
で
廃
止
。

②
大
新
田
排
水
機
場
の
現
状
に
つ

い
て
（
農
林
水
産
課
）

○
１
号
ポ
ン
プ
は
温
度
計
カ
バ
ー

脱
落
に
よ
る
短
絡
事
故
に
よ
り

故
障
。
温
度
監
視
の
上
で
通
常

運
転
。７
月
18
日
に
取
替
予
定
。

③
令
和
７
年
災
　
農
地
等
被
災
状

況
に
つ
い
て
（
農
林
水
産
課
）

○
農
地
２
件
、
農
業
用
施
設
２
件

の
計
４
件
が
被
災
。
９
月
か
ら

10
月
に
行
わ
れ
る
国
の
災
害
査

定
に
申
請
予
定
。

④
不
納
欠
損
処
分
に
つ
い
て
（
水

道
課
）

な
っ
た
が
、
旧
庁
舎
の
解
体
、

駐
車
場
整
備
が
残
っ
て
い
る
た

め
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

○
水
道
料
金
、
下
水
道
使
用
料

そ
れ
ぞ
れ
１
万
７
，５
０
０
円

を
不
納
欠
損
処
分
。
収
納
率
は

概
ね
94
％
台
。

⑤
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て

（
企
画
商
工
課
）

○
タ
ク
シ
ー
事
業
者
等
燃
油
価
格

高
騰
対
策
支
援
金
、
学
校
給
食

費
負
担
軽
減
事
業
に
つ
い
て
の

説
明
。

⑥
児
童
生
徒
用
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
の
更
新
に
つ

い
て
（
教
育
委
員
会
）

○
入
札
結
果
（
県
に
よ
る
共
同
調

達
）
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
更

新
計
画
に
つ
い
て
説
明
。

⑦
佐
々
・
口
石
両
小
学
校
体
育
館

屋
根
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

（
教
育
委
員
会
）

○
屋
根
外
壁
改
修
を
行
う
た
め
の

実
施
設
計
業
務
を
行
い
た
い
と

の
説
明
。

⑧
庁
舎
建
設
事
業
に
係
る
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
（
庁

舎
建
設
室
）

○
総
務
厚
生
委
員
会
と
同
じ
内
容

の
説
明
。
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一般会計補正予算
物 価 高 騰 支 援

タクシー事業者等燃油価格高騰対策支援事業
〇燃油価格高騰の影響を受けており、社会インフラとして町民生活の維持に不可欠な運送事業者を支援
〇町内に事業所または登録車両があるタクシー事業、運転代行事業、貸切バス事業を営む中小企業
〇普通タクシー１台あたり２万円（17台見込み）、ジャンボタクシー１台あたり2.5万円（２台見込み）、福祉タクシー
１台あたり２万円（２台見込み）、代行車両１台あたり２万円（４台見込み）、貸切バス１台あたり３万円（８台見込み）

学校給食費負担軽減事業（小学６年生無償化分）
〇物価高騰による保護者負担を軽減し、中学校入学準備資金としてもらうため、
　小学校６年生の給食費を無償化し、子育て世帯を支援
〇佐々小学校、口石小学校に在籍する６年生児童の保護者を対象（対象児童数：約160人）
〇令和７年９月分から令和８年３月分を補助対象（約125食）

学校給食費相当額助成事業（小学６年生・中学生無償化分）
〇令和６年１月から実施している中学生の学校給食費を無償化及び本年９月から実施
　予定の小学校６年生の給食無償化（上記）に伴い、その支援を受けていない方に
　学校給食費相当額の助成を行い、子育て世帯を支援
〇食物アレルギーのため給食の全部の提供を受けられず毎日弁当を持参している児童・生徒、
　本町立外の小・中学校に在籍している児童・生徒（対象児童生徒数：約40人）
〇令和７年９月分から令和８年３月分を補助対象（約125食）

２学期
から

スター
ト

２学期
から

スター
ト

・国庫支出金
・県支出金
・繰入金
・諸収入
・町債

1,242,773
706,631
804,470
202,014
369,700

歳　　　入
・議会費
・総務費
・民生費
・衛生費
・農林水産業費
・商工費
・土木費
・消防費
・教育費
・災害復旧費

88,589
1,269,863
2,561,209

811,446
212,648
90,019

969,957
231,854
817,753
12,930

〈単位：千円〉

※金額は補正後の額

歳　　　出

人　事　案　件
固定資産評価審査委員会委員に就任されました。

まつ お　　　さ　わ　こ

松尾　佐和子 さん　　（任期）令和7年8月1日～令和10年7月31日

副町長に就任されました。
はま だ　　 よしひさ

濱田　能久 さん　　　（任期）令和7年8月1日～令和11年7月31日

令和７年７月臨時会・定例会　賛　否　表
○ は賛成　　× は反対　　― は棄権
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議
案
番
号

議案件名

須
藤
　
敏
規

棚
橋
　
優
汰

黒
田
龍
之
介

井
上
智
恵
美

中
川
由
美
恵

山
之
内
英
樹

横
田
　
博
茂

永
田
　
勝
美

長
谷
川
　
忠

川
副
　
　
剛

評
決
数

結
　
果

36 佐々町監査委員の選任について同意を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 川
副
議
長
は
裁
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

9対0 同意

37 専決処分した事件の承認を求める件 
（佐々町税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 承認

38 専決処分した事件の承認を求める件 
（佐々町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 承認

39 物品売買契約締結の件 
（小・中学校児童生徒用ノートパソコン（タブレット）購入） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決

40 令和７年度　佐々町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決
42 令和７年度　佐々町公共下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決
43 固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 同意
44 佐々町副町長の選任について同意を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 8対1 同意



町政の方針を問う!!

※次のページからの一般質問の記事は、質問した議員本人が執筆したものです。

５人の議
員が

黒田 龍之介  議員（一問一答）…… 9ページ

防災対策について
① 総合的な防災訓練の実施
② 地滑り警戒区域の現状と対策 
農業振興と企業連携による特産品開発について
① 水田の多面的機能への理解増進と稲作農家へ

の給付制度
② 地元企業と連携した特産品開発による独自財

源の確保
「スポーツのまち佐々」構想について
① 人工芝グラウンドの整備
② 佐々川河川敷を活用した憩いの場の整備
屋内遊技場建設について
① 佐々町立幼稚園跡地への立地可能性

中川 由美恵  議員（一問一答）… 10ページ

不登校支援について
① 不登校についての見解
② 不登校専門スクールカウンセラーの配置、
　 保護者への周知と取り組み
③ 学校が取り組んでいる不登校支援
④ 適応指導教室の配置は十分か
⑤ 民間運営のフリースペースなずなと
　 教育委員会、３校との連携
⑥ 不登校生徒への出席扱い日数の不平等さ
⑦ 不登校生徒の学習支援
道路整備について
① 古川免、さざなみ保育園周辺の安全対策
② 劣化したグリーンベルトの塗り直し

長 谷 川  忠  議員（一問一答）…… 12ページ

皿山公園に隣接する河川について
① 産業廃棄物の上を覆っているアスファルトに

よる健康被害の懸念
シルバー人材センターについて
① 「シルバー人材センター」の事務所位置、
　 環境の推移、改善
南部地区体育館について
① トイレの老朽化と男女共用の状況
② 各体育館にエアコン設備設置
総合福祉センターの温浴湯施設について
① 老朽化に伴う具体的な調査の実施
② 現在と10年前の利用者数の変化
③ 安全性、衛生面に関する問題
④ 維持管理コストの年次推移と今後の見通し
⑤ 利用者アンケート等の実施
佐々駅舎２階の入居状況と今後の対応策について
① 「佐々駅舎交流センター」の２階の
　 テナント募集と今後の方向性

山之内 英樹  議員（一括質問・一括答弁）
　　　　　　　　　　　　　 ………… 13ページ

公共施設の自由化・民営化・民間委託について
経済、観光活性化について
① 観光資源の活用にあたり、商工会や
　 他機関との連携
行政への透明化と情報発信について
① SNSなどでの情報発信の充実及び方針、
　 住民理解促進の具体策
行政のデジタル化、効率化について
① デジタル活用によるサービス改善、
　 コスト削減、今後の目標等永 田  勝 美  議員（一問一答）…… 11ページ

子育て支援について
① 学校給食費無償化
② 小中学校体育館への空調設備設置
③ 保育児童の負担軽減
物価高騰対策について
① 物価高騰対策として、若年世帯への家賃補助
② 政府の重点支援地方交付金を活用した事業
くらし・福祉の充実に向けて
① 町民の移動支援改善に向けた取り組み
② 「きこえ」の支援。補聴器購入助成

～第２回定例議会での一般質問の紹介～～第２回定例議会での一般質問の紹介～

一問一答方式…………１つの質問に対して１つの答えを
　　　　　　　　　　返し、質問と答弁を繰り返す方式。
一括質問・一括答弁…複数の質問項目をまとめて質問し、
　　　　　　　　　　まとめて答弁を行う方式。
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１
．
総
合
的
な
防
災
訓
練
の
実
施

に
つ
い
て

２
．
地
滑
り
警
戒
区
域
の
現
状
と

対
策
に
つ
い
て

■ 

質
　
問

　
近
隣
行
政
と
比
較
し
、
大
規
模

災
害
を
想
定
し
た
町
民
参
加
型
の

総
合
防
災
訓
練
の
実
施
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
か
し
た
共
助
体

制
強
化
の
た
め
の
予
算
確
保
、
地

滑
り
警
戒
区
域
の
定
期
点
検
と
報

告
、
専
任
部
署
「
災
害
対
策
課
」

の
設
置
と
専
門
人
材
配
置
を
提
案
。

■ 

町
　
長

　
過
去
に
佐
々
町
で
総
合
防
災
訓

練
の
実
施
は
な
く
、
専
任
部
署
設

置
に
つ
い
て
は
消
防
・
自
衛
隊
Ｏ

Ｂ
活
用
を
検
討
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
強
化
は
必
要
と
し
つ
つ
も
、

具
体
的
な
訓
練
計
画
や
実
施
時
期

は
未
定
で
す
。

１
．
水
田
の
多
面
的
機
能
へ
の
理

解
増
進
と
稲
作
農
家
へ
の
給
付

制
度
に
つ
い
て

２
．
地
元
企
業
と
連
携
し
た
特
産

品
開
発
に
よ
る
独
自
財
源
の
確

保
に
つ
い
て

■ 

質
　
問

　
水
田
の
景
観
・
防
災
機
能
を
評

価
し
、
稲
作
農
家
へ
の
独
自
給
付

制
度
を
提
案
。
加
え
て
、
地
元
企

業
と
連
携
し
た
特
産
品
開
発（
佐
々

特
産
牛
丼
）
を
行
い
、
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
と
し
て
活
用
し
財
源

確
保
と
農
業
支
援
を
循
環
さ
せ
る

構
想
を
示
し
た
。

■ 

町
　
長

　
水
稲
農
家
へ
の
給
付
制
度
の
実

施
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

特
産
品
開
発
や
返
礼
品
拡
充
は
前

向
き
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

１
．
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備

に
つ
い
て

２
．
佐
々
川
河
川
敷
を
活
用
し
た

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
憩
い

の
場
の
整
備
に
つ
い
て

■ 

質
　
問

　
県
北
に
な
い
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備
を
提
案
。
サ
ッ
カ
ー
・
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
防
災
拠
点
と

し
て
の
活
用
や
、
西
九
州
さ
せ
ぼ

広
域
都
市
圏
で
の
協
議
を
求
め
た
。

佐
々
川
河
川
敷
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
化
や
ド
ッ
グ
ラ
ン
整
備
も

提
案
。

■ 

町
　
長

　
人
工
芝
は
県
北
自
治
体
所
有
で

は
未
整
備
で
利
点
も
あ
り
ま
す
が
、

導
入
費
・
維
持
費
が
高
額
と
な
り

ま
す
。
ニ
ー
ズ
や
施
設
実
態
を
精

査
し
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
河
川
敷
整
備

は
県
と
の
協
議
や
安
全
面
調
整
が

前
提
だ
と
考
え
ま
す
。

１
．
佐
々
町
立
幼
稚
園
跡
地
へ
の

立
地
可
能
性
に
つ
い
て

■ 

質
　
問

　
雨
天
で
も
遊
べ
る
屋
内
遊
技
場

を
整
備
し
、
災
害
時
で
も
活
用
で

き
る
多
様
性
も
提
示
。
佐
々
幼
稚

園
跡
地
を
候
補
と
し
、
公
設
民
営

や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
活
用
を
提
案
。

■ 

町
　
長

　
跡
地
活
用
は
町
有
地
利
活
用
検

討
委
員
会
で
審
議
中
で
す
。
財
源

状
況
も
踏
ま
え
慎
重
に
検
討
し
、

雨
天
時
で
も
遊
べ
る
場
所
づ
く
り
に

つ
い
て
は
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

農
業
振
興
と
企
業

連
携
に
よ
る
特
産
品

開
発
に
つ
い
て

「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
佐
々
」

構
想
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
や
世
代
間

交
流
の
た
め
の
屋
内

遊
技
場
建
設
に
つ
い
て

佐々町の未来へ向けた４つの提案
防災対策・農業振興・スポーツ振興・子育て支援は

黒 田  龍 之 介

　
平
戸
市
・
松
浦
市
は
今
年
度
、

自
衛
隊
や
関
係
機
関
に
よ
る
総

合
防
災
訓
練
を
実
施
。
新
町
町

内
会
の「
み
ん
な
の
家
」の
定
期

開
催
の
具
体
例
を
挙
げ
、
共
助

体
制
の
強
化
の
要
望
。
野
寄
・

角
山
・
栗
林
な
ど
の
地
滑
り
地

区
へ
の
点
検
強
化
。
佐
々
町
で

想
定
さ
れ
る
災
害
に
つ
い
て
、

専
門
部
署
設
置
で
即
応
性
を
高

め
る
た
め
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
耕
作
放
棄
地
解
消
の
た
め
、

水
稲
農
家
へ
の
給
付
を
行
い
、

兼
業
で
の
稲
作
経
営
を
推
進
。

ま
た
、
財
源
確
保
の
た
め「
佐
々

川
の
清
流
米
」と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

化
と
、
地
産
地
消
の
和
牛
や
玉

ね
ぎ
を
活
か
し
た「
佐
々
特
産
牛

丼
」の
提
案
。
レ
ト
ル
ト
牛
丼
の

製
品
開
発
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
の
強
化
や
災
害
時

の
非
常
食
と
し
て
の
防
災
対
策

に
も
対
応
で
き
る
と
し
、
提
案

し
ま
し
た
。

　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
さ
ざ
の
サ
ッ

カ
ー
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
専

用
の
人
工
芝
化
で
、
県
北
で
の

大
会
開
催
に
よ
る
経
済
効
果
と

ス
ポ
ー
ツ
技
術
向
上
を
。
佐
々

川
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
に
は

１
０
０
メ
ー
ト
ル
ご
と
の
標
識

の
設
置
と
カ
ロ
リ
ー
表
示
で
健

康
促
進
を
提
案
。
佐
々
川
に
集

う
魅
力
あ
る
場
所
づ
く
り
を
提

案
し
ま
し
た
。

佐々町を守り、より良い未来に向け発展していく為、質問しました。
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総
合
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災
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て

２
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地
滑
り
警
戒
区
域
の
現
状
と

対
策
に
つ
い
て

■ 

質
　
問

　
近
隣
行
政
と
比
較
し
、
大
規
模

災
害
を
想
定
し
た
町
民
参
加
型
の

総
合
防
災
訓
練
の
実
施
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
か
し
た
共
助
体

制
強
化
の
た
め
の
予
算
確
保
、
地

滑
り
警
戒
区
域
の
定
期
点
検
と
報

告
、
専
任
部
署
「
災
害
対
策
課
」

の
設
置
と
専
門
人
材
配
置
を
提
案
。

■ 

町
　
長

　
過
去
に
佐
々
町
で
総
合
防
災
訓

練
の
実
施
は
な
く
、
専
任
部
署
設

置
に
つ
い
て
は
消
防
・
自
衛
隊
Ｏ

Ｂ
活
用
を
検
討
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
強
化
は
必
要
と
し
つ
つ
も
、

具
体
的
な
訓
練
計
画
や
実
施
時
期

は
未
定
で
す
。

１
．
水
田
の
多
面
的
機
能
へ
の
理

解
増
進
と
稲
作
農
家
へ
の
給
付

制
度
に
つ
い
て

２
．
地
元
企
業
と
連
携
し
た
特
産

品
開
発
に
よ
る
独
自
財
源
の
確

保
に
つ
い
て

■ 

質
　
問

　
水
田
の
景
観
・
防
災
機
能
を
評

価
し
、
稲
作
農
家
へ
の
独
自
給
付

制
度
を
提
案
。
加
え
て
、
地
元
企

業
と
連
携
し
た
特
産
品
開
発（
佐
々

特
産
牛
丼
）
を
行
い
、
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
と
し
て
活
用
し
財
源

確
保
と
農
業
支
援
を
循
環
さ
せ
る

構
想
を
示
し
た
。

■ 

町
　
長

　
水
稲
農
家
へ
の
給
付
制
度
の
実

施
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

特
産
品
開
発
や
返
礼
品
拡
充
は
前

向
き
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

１
．
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備

に
つ
い
て

２
．
佐
々
川
河
川
敷
を
活
用
し
た

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
憩
い

の
場
の
整
備
に
つ
い
て

■ 
質
　
問

　
県
北
に
な
い
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備
を
提
案
。
サ
ッ
カ
ー
・
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
防
災
拠
点
と

し
て
の
活
用
や
、
西
九
州
さ
せ
ぼ

広
域
都
市
圏
で
の
協
議
を
求
め
た
。

佐
々
川
河
川
敷
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
化
や
ド
ッ
グ
ラ
ン
整
備
も

提
案
。

■ 

町
　
長

　
人
工
芝
は
県
北
自
治
体
所
有
で

は
未
整
備
で
利
点
も
あ
り
ま
す
が
、

導
入
費
・
維
持
費
が
高
額
と
な
り

ま
す
。
ニ
ー
ズ
や
施
設
実
態
を
精

査
し
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
河
川
敷
整
備

は
県
と
の
協
議
や
安
全
面
調
整
が

前
提
だ
と
考
え
ま
す
。

１
．
佐
々
町
立
幼
稚
園
跡
地
へ
の

立
地
可
能
性
に
つ
い
て

■ 

質
　
問

　
雨
天
で
も
遊
べ
る
屋
内
遊
技
場

を
整
備
し
、
災
害
時
で
も
活
用
で

き
る
多
様
性
も
提
示
。
佐
々
幼
稚

園
跡
地
を
候
補
と
し
、
公
設
民
営

や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
活
用
を
提
案
。

■ 

町
　
長

　
跡
地
活
用
は
町
有
地
利
活
用
検

討
委
員
会
で
審
議
中
で
す
。
財
源

状
況
も
踏
ま
え
慎
重
に
検
討
し
、

雨
天
時
で
も
遊
べ
る
場
所
づ
く
り
に

つ
い
て
は
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

農
業
振
興
と
企
業

連
携
に
よ
る
特
産
品

開
発
に
つ
い
て

「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
佐
々
」

構
想
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
や
世
代
間

交
流
の
た
め
の
屋
内

遊
技
場
建
設
に
つ
い
て

佐々町の未来へ向けた４つの提案
防災対策・農業振興・スポーツ振興・子育て支援は

黒 田  龍 之 介

　
平
戸
市
・
松
浦
市
は
今
年
度
、

自
衛
隊
や
関
係
機
関
に
よ
る
総

合
防
災
訓
練
を
実
施
。
新
町
町

内
会
の「
み
ん
な
の
家
」の
定
期

開
催
の
具
体
例
を
挙
げ
、
共
助

体
制
の
強
化
の
要
望
。
野
寄
・

角
山
・
栗
林
な
ど
の
地
滑
り
地

区
へ
の
点
検
強
化
。
佐
々
町
で

想
定
さ
れ
る
災
害
に
つ
い
て
、

専
門
部
署
設
置
で
即
応
性
を
高

め
る
た
め
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
耕
作
放
棄
地
解
消
の
た
め
、

水
稲
農
家
へ
の
給
付
を
行
い
、

兼
業
で
の
稲
作
経
営
を
推
進
。

ま
た
、
財
源
確
保
の
た
め「
佐
々

川
の
清
流
米
」と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

化
と
、
地
産
地
消
の
和
牛
や
玉

ね
ぎ
を
活
か
し
た「
佐
々
特
産
牛

丼
」の
提
案
。
レ
ト
ル
ト
牛
丼
の

製
品
開
発
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
の
強
化
や
災
害
時

の
非
常
食
と
し
て
の
防
災
対
策

に
も
対
応
で
き
る
と
し
、
提
案

し
ま
し
た
。

　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
さ
ざ
の
サ
ッ

カ
ー
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
専

用
の
人
工
芝
化
で
、
県
北
で
の

大
会
開
催
に
よ
る
経
済
効
果
と

ス
ポ
ー
ツ
技
術
向
上
を
。
佐
々

川
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
に
は

１
０
０
メ
ー
ト
ル
ご
と
の
標
識

の
設
置
と
カ
ロ
リ
ー
表
示
で
健

康
促
進
を
提
案
。
佐
々
川
に
集

う
魅
力
あ
る
場
所
づ
く
り
を
提

案
し
ま
し
た
。

佐々町を守り、より良い未来に向け発展していく為、質問しました。
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不登校現状を町はどう受け止め、どのような認識を持たれているのか。

不登校支援は、地域全体で支えるべき問題

大きな柱の一つであると認識しております。

■ 

質

　問

　
古
川
免
、
さ
ざ
な
み
保
育
園
周

辺
の
歩
道
が
狭
く
、
車
の
往
来
も

多
い
。
住
民
、
さ
ざ
な
み
保
育
園

利
用
者
、
佐
々
小
学
校
通
学
路
の

安
全
な
歩
道
確
保
の
検
討
は
さ
れ

て
い
る
の
か
。

■ 

町

　長

　
歩
行
者
の
安
全
確
保
の
重
要
性

を
強
く
認
識
し
て
い
ま
す
。
県
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
早
期
整
備
に

向
け
て
強
く
働
き
か
け
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
現
在
塗
装
さ
れ
て
い
る
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
の
劣
化
が
目
立
つ
箇
所

が
あ
る
。
特
に
佐
々
小
学
校
周
辺

や
佐
々
中
学
校
裏
が
目
立
っ
て
い

る
。
通
学
路
で
も
あ
る
た
め
安
全

面
か
ら
も
塗
り
直
し
の
検
討
は
で

き
な
い
か
。

■ 

町

　長

　
町
内
で
は
、
消
え
か
け
て
い
る

所
や
新
た
に
整
備
が
必
要
な
箇
所

も
あ
り
ま
す
。
交
通
量
や
危
険
性

な
ど
を
判
断
し
な
が
ら
優
先
順
位

を
決
定
し
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

質

　問

　
不
登
校
問
題
は
行
政
を
含
め
た

地
域
全
体
で
支
え
る
べ
き
問
題
。

佐
々
町
に
も
不
登
校
児
童
生
徒
が

い
る
が
、
町
は
不
登
校
現
状
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
、
ど
の
よ
う

な
認
識
を
持
た
れ
て
い
る
の
か
。

■ 
町

　長

　
本
町
に
お
い
て
も
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
を
中
心
に
部
局
横
断

し
た
支
援
を
用
い
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

■ 

教
育
長

　
私
自
身
も
こ
の
不
登
校
の
児
童

生
徒
の
課
題
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
不
登
校
生

徒
児
童
に
寄
り
添
い
、
今
後
さ
ら

に
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
長
崎
県
で
は
不
登
校
に
特
化
し

た
不
登
校
専
門
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が

佐
々
町
で
は
活
用
、
周
知
さ
れ
て

い
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
佐
々
町
の
配
置
は
あ
り
ま
せ
ん
。

配
置
に
つ
い
て
県
教
育
委
員
会
の

方
に
も
要
望
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
学
校
現
場
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

子
ど
も
に
応
じ
た
対
応
が
求
め
ら

れ
る
。
現
在
三
校
で
は
不
登
校
児

童
生
徒
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
不

登
校
支
援
や
取
組
が
あ
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
町
内
の
小
中
学
校
に
お
き
ま
し

て
は
全
て
の
学
校
に
心
の
教
室
相

談
員
を
配
置
し
て
お
り
、
授
業
や

学
校
生
活
に
負
担
を
感
じ
た
場
合

の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
ス
テ
ッ

プ
ル
ー
ム
等
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
学
校
以
外
の
居
場
所
、
学
び
の

場
は
、
と
て
も
重
要
で
適
応
指
導

教
室
は
、
学
習
と
社
会
的
つ
な
が

り
の
回
復
で
大
切
な
役
割
を
果
た

す
。
適
応
指
導
教
室
の
配
置
状
況

は
十
分
な
の
か
。

■ 

教
育
長

　
佐
世
保
市
と
の
連
携
で
指
導
員

を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
「
サ
テ
ラ
イ
ト
あ
す
な
ろ
教
室
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

■ 
質

　問

　
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
拠
点
、

民
間
団
体
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
な

ず
な
が
活
動
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
民
間
と
の
連
携
も
不
可
欠
。
教

育
委
員
会
と
三
校
と
な
ず
な
と
の

連
携
や
情
報
共
有
は
十
分
な
の
か
。

■ 

教
育
長

　
連
携
の
方
針
等
は
十
分
に
定

ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
情

で
す
。
今
後
早
急
に
対
応
の
ほ
う

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
な
ず
な
で
は
、
週
に
二
回
出
席

扱
い
と
な
る
が
、
そ
の
他
の
居
場

所
が
な
い
為
、
不
平
等
さ
を
受
け

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

問
題
を
ど
う
考
え
る
か
。

■ 

教
育
長

　
今
後
本
町
に
お
け
る
民
間
施
設

開
拓
、
学
校
外
の
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
の
配
置
を
含
め
て
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
つ
い
て
、
研
究
を
深
め
ま
す
。

■ 

質

　問

　
不
登
校
児
童
生
徒
も
学
ぶ
権
利

は
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ど
の
よ
う
な
学
習
支
援
を
行
っ
て

い
る
の
か
学
び
の
提
供
、
取
組
や

支
援
は
あ
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
各
小
中
学
校
で
工
夫
を
凝
ら
し

て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
人
一
人
の
学
び
の
保
障
が
か
な

え
ら
れ
る
よ
う
意
を
用
い
ま
す
。

道
路
整
備
に
つ
い
て

不
登
校
支
援
に
つ
い
て

不
登
校
支
援
は
、
学
校
だ
け
の

責
任
で
は
な
い
。
地
域
や
行
政

が
共
に
関
わ
る
べ
き
問
題
。
教

員
の
業
務
緩
和
を
す
る
こ
と
は
、

結
果
的
に
子
ど
も
達
の
良
い
支

援
に
繋
が
る
と
考
え
町
全
体
で

支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

だ
と
思
い
質
問
し
ま
し
た
。

中 川  由 美 恵
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町長公約の学校給食費無償化どうするのか

■ 

質

　問

　
学
校
給
食
費
無
償
化
は
令
和
４

年
か
ら
第
３
子
の
無
償
化
、
令
和

６
年
か
ら
は
中
学
校
生
徒
の
無
償

化
、
そ
し
て
、
令
和
７
年
１
月
か

ら
３
月
に
つ
い
て
は
、
期
間
限
定

で
あ
っ
た
が
、
小
学
校
児
童
の
無

償
化
が
実
現
し
た
。
現
状
は
、
４

月
か
ら
小
学
校
で
は
有
償
と
な
っ

て
い
る
。

　
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

■ 

町

　長

　
今
回
補
正
予
算
で
、
政
府
の
交

付
金
を
活
用
し
て
９
月
か
ら
小
学

校
６
年
生
の
給
食
費
を
無
償
化
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、

町
外
の
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
や

ア
レ
ル
ギ
ー
等
で
弁
当
持
参
の
児

童･

生
徒
へ
も
給
食
費
相
当
額
を
支

援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
政
府

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
次
年
度
以
降
、
政
府
の
施
策
と

い
う
が
、
実
現
す
る
の
か
予
断
を

許
さ
な
い
。

　
ぜ
ひ
と
も
、
小
学
校
全
児
童
へ

の
無
償
化
に
つ
い
て
、
実
施
を
求

め
る
。

■ 

質

　問

　
佐
々
町
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

■ 

町

　長

　
小
学
校
体
育
館
は
両
校
と
も
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
設
置
は
慎

重
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

中
学
校
体
育
館
は
適
切
と
考
え
教

育
委
員
会
に
研
究
さ
せ
て
い
ま
す
。

■ 

教
育
長

　
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
施
設
が

老
朽
化
し
、
移
動
式
の
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
な
ど
、学
校
現
場
に
し
っ

か
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
い
ま
、
体
育
館
の
空
調
設
備
は

各
地
で
検
討
さ
れ
て
お
り
、
視
察

等
も
含
め
て
、
こ
の
目
で
確
認
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
保
育
児
童
の
保
護
者
負
担
軽
減

の
取
組
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。

■ 

町

　長

　
保
育
料
等
の
軽
減
、
保
育
料
・

副
食
費
の
無
償
化
は
こ
ど
も
計
画

の
中
で
施
策
と
し
て
盛
り
込
ん
で

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
副
食
費
の
無
償
化
は
、

私
の
公
約
の
一
つ
で
す
。
実
施
時

期
は
明
確
に
お
答
え
で
き
ま
せ
ん

が
、研
究
・
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
副
食
費
無
償
化
の
費
用
は
１
８

２
５
万
円
。
保
育
所
か
ら
小
・
中

学
校
ま
で
給
食
費
を
全
額
無
償
化

に
す
る
と
い
う
課
題
。
ぜ
ひ
早
急

な
実
施
を
求
め
る
。

■ 

質

　問

　
実
質
賃
金
が
３
年
連
続
で
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け

若
年
世
帯
で
の
家
賃
負
担
は
大
き

く
な
っ
て
い
る
。
他
都
市
で
実
施

さ
れ
て
い
る
家
賃
補
助
の
制
度
化

を
求
め
る
。

■ 

町

　長

　
佐
々
町
の
家
賃
に
つ
い
て
は
福

岡
県
並
み
の
家
賃
と
い
う
の
は
よ

く
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
現
時
点

で
は
検
討
を
し
て
き
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
も
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
は

国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
支
援
を

行
っ
て
い

く
こ
と
に

な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

※

以
上
の
ほ
か
、「
町
民
の
移
動
支

援
・
通
院
・
通
学
費
助
成
」「
き

こ
え
・
補
聴
器
の
支
援
」
な
ど

に
つ
い
て
、
質
問
・
提
案
を
行

い
ま
し
た
。

学校給食無償化は現在中学校のみの実施です。県下各市町で全面
実施が進んでおり、佐々町でも「全面実施をすすめるべき」と質問
しました。

今年度は小学校６年生のみ無償化します

意

　見

意

　見

体
育
館
の

エ
ア
コ
ン
設
置
を

ど
う
進
め
る

小
学
校
は
老
朽
化
し
て

お
り
慎
重
判
断
、

中
学
校
は
適
切
で
あ
り

検
討
中
で
す

「
保
育
の
保
護
者
負
担

軽
減
」は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か

保
育
料
は「
子
ど
も

計
画
」で
、
副
食
費

無
償
化
は
研
究
し
ま
す

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

若
年
世
帯
へ
の

家
賃
補
助
を
求
め
る

現
時
点
で
は

検
討
し
て
い
ま
せ
ん

　小
中
学
校
体
育
館
へ
の
空
調

設
置
は
①
夏
場
の
利
用
制
限
の

解
消
②
避
難
所
と
し
て
の
環
境

整
備
の
両
面
か
ら
必
須
か
つ
緊

急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
長
の
姿
勢
に
つ
い
て
質
し
ま

し
た
。

永田　勝美
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不登校現状を町はどう受け止め、どのような認識を持たれているのか。

不登校支援は、地域全体で支えるべき問題

大きな柱の一つであると認識しております。

■ 

質

　問

　
古
川
免
、
さ
ざ
な
み
保
育
園
周

辺
の
歩
道
が
狭
く
、
車
の
往
来
も

多
い
。
住
民
、
さ
ざ
な
み
保
育
園

利
用
者
、
佐
々
小
学
校
通
学
路
の

安
全
な
歩
道
確
保
の
検
討
は
さ
れ

て
い
る
の
か
。

■ 

町

　長

　
歩
行
者
の
安
全
確
保
の
重
要
性

を
強
く
認
識
し
て
い
ま
す
。
県
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
早
期
整
備
に

向
け
て
強
く
働
き
か
け
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
現
在
塗
装
さ
れ
て
い
る
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
の
劣
化
が
目
立
つ
箇
所

が
あ
る
。
特
に
佐
々
小
学
校
周
辺

や
佐
々
中
学
校
裏
が
目
立
っ
て
い

る
。
通
学
路
で
も
あ
る
た
め
安
全

面
か
ら
も
塗
り
直
し
の
検
討
は
で

き
な
い
か
。

■ 

町

　長

　
町
内
で
は
、
消
え
か
け
て
い
る

所
や
新
た
に
整
備
が
必
要
な
箇
所

も
あ
り
ま
す
。
交
通
量
や
危
険
性

な
ど
を
判
断
し
な
が
ら
優
先
順
位

を
決
定
し
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

質

　問

　
不
登
校
問
題
は
行
政
を
含
め
た

地
域
全
体
で
支
え
る
べ
き
問
題
。

佐
々
町
に
も
不
登
校
児
童
生
徒
が

い
る
が
、
町
は
不
登
校
現
状
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
、
ど
の
よ
う

な
認
識
を
持
た
れ
て
い
る
の
か
。

■ 

町

　長

　
本
町
に
お
い
て
も
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
を
中
心
に
部
局
横
断

し
た
支
援
を
用
い
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

■ 

教
育
長

　
私
自
身
も
こ
の
不
登
校
の
児
童

生
徒
の
課
題
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
不
登
校
生

徒
児
童
に
寄
り
添
い
、
今
後
さ
ら

に
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
長
崎
県
で
は
不
登
校
に
特
化
し

た
不
登
校
専
門
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が

佐
々
町
で
は
活
用
、
周
知
さ
れ
て

い
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
佐
々
町
の
配
置
は
あ
り
ま
せ
ん
。

配
置
に
つ
い
て
県
教
育
委
員
会
の

方
に
も
要
望
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
学
校
現
場
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

子
ど
も
に
応
じ
た
対
応
が
求
め
ら

れ
る
。
現
在
三
校
で
は
不
登
校
児

童
生
徒
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
不

登
校
支
援
や
取
組
が
あ
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
町
内
の
小
中
学
校
に
お
き
ま
し

て
は
全
て
の
学
校
に
心
の
教
室
相

談
員
を
配
置
し
て
お
り
、
授
業
や

学
校
生
活
に
負
担
を
感
じ
た
場
合

の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
ス
テ
ッ

プ
ル
ー
ム
等
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
学
校
以
外
の
居
場
所
、
学
び
の

場
は
、
と
て
も
重
要
で
適
応
指
導

教
室
は
、
学
習
と
社
会
的
つ
な
が

り
の
回
復
で
大
切
な
役
割
を
果
た

す
。
適
応
指
導
教
室
の
配
置
状
況

は
十
分
な
の
か
。

■ 

教
育
長

　
佐
世
保
市
と
の
連
携
で
指
導
員

を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
「
サ
テ
ラ
イ
ト
あ
す
な
ろ
教
室
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
拠
点
、

民
間
団
体
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
な

ず
な
が
活
動
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
民
間
と
の
連
携
も
不
可
欠
。
教

育
委
員
会
と
三
校
と
な
ず
な
と
の

連
携
や
情
報
共
有
は
十
分
な
の
か
。

■ 

教
育
長

　
連
携
の
方
針
等
は
十
分
に
定

ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
情

で
す
。
今
後
早
急
に
対
応
の
ほ
う

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
な
ず
な
で
は
、
週
に
二
回
出
席

扱
い
と
な
る
が
、
そ
の
他
の
居
場

所
が
な
い
為
、
不
平
等
さ
を
受
け

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

問
題
を
ど
う
考
え
る
か
。

■ 

教
育
長

　
今
後
本
町
に
お
け
る
民
間
施
設

開
拓
、
学
校
外
の
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
の
配
置
を
含
め
て
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
つ
い
て
、
研
究
を
深
め
ま
す
。

■ 

質

　問

　
不
登
校
児
童
生
徒
も
学
ぶ
権
利

は
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ど
の
よ
う
な
学
習
支
援
を
行
っ
て

い
る
の
か
学
び
の
提
供
、
取
組
や

支
援
は
あ
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
各
小
中
学
校
で
工
夫
を
凝
ら
し

て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
人
一
人
の
学
び
の
保
障
が
か
な

え
ら
れ
る
よ
う
意
を
用
い
ま
す
。

道
路
整
備
に
つ
い
て

不
登
校
支
援
に
つ
い
て

不
登
校
支
援
は
、
学
校
だ
け
の

責
任
で
は
な
い
。
地
域
や
行
政

が
共
に
関
わ
る
べ
き
問
題
。
教

員
の
業
務
緩
和
を
す
る
こ
と
は
、

結
果
的
に
子
ど
も
達
の
良
い
支

援
に
繋
が
る
と
考
え
町
全
体
で

支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

だ
と
思
い
質
問
し
ま
し
た
。
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町長公約の学校給食費無償化どうするのか

■ 

質

　問

　
学
校
給
食
費
無
償
化
は
令
和
４

年
か
ら
第
３
子
の
無
償
化
、
令
和

６
年
か
ら
は
中
学
校
生
徒
の
無
償

化
、
そ
し
て
、
令
和
７
年
１
月
か

ら
３
月
に
つ
い
て
は
、
期
間
限
定

で
あ
っ
た
が
、
小
学
校
児
童
の
無

償
化
が
実
現
し
た
。
現
状
は
、
４

月
か
ら
小
学
校
で
は
有
償
と
な
っ

て
い
る
。

　
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

■ 

町

　長

　
今
回
補
正
予
算
で
、
政
府
の
交

付
金
を
活
用
し
て
９
月
か
ら
小
学

校
６
年
生
の
給
食
費
を
無
償
化
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、

町
外
の
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
や

ア
レ
ル
ギ
ー
等
で
弁
当
持
参
の
児

童･

生
徒
へ
も
給
食
費
相
当
額
を
支

援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
政
府

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
次
年
度
以
降
、
政
府
の
施
策
と

い
う
が
、
実
現
す
る
の
か
予
断
を

許
さ
な
い
。

　
ぜ
ひ
と
も
、
小
学
校
全
児
童
へ

の
無
償
化
に
つ
い
て
、
実
施
を
求

め
る
。

■ 

質

　問

　
佐
々
町
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

■ 

町

　長

　
小
学
校
体
育
館
は
両
校
と
も
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
設
置
は
慎

重
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

中
学
校
体
育
館
は
適
切
と
考
え
教

育
委
員
会
に
研
究
さ
せ
て
い
ま
す
。

■ 

教
育
長

　
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
施
設
が

老
朽
化
し
、
移
動
式
の
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
な
ど
、学
校
現
場
に
し
っ

か
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
い
ま
、
体
育
館
の
空
調
設
備
は

各
地
で
検
討
さ
れ
て
お
り
、
視
察

等
も
含
め
て
、
こ
の
目
で
確
認
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
保
育
児
童
の
保
護
者
負
担
軽
減

の
取
組
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。

■ 

町

　長

　
保
育
料
等
の
軽
減
、
保
育
料
・

副
食
費
の
無
償
化
は
こ
ど
も
計
画

の
中
で
施
策
と
し
て
盛
り
込
ん
で

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
副
食
費
の
無
償
化
は
、

私
の
公
約
の
一
つ
で
す
。
実
施
時

期
は
明
確
に
お
答
え
で
き
ま
せ
ん

が
、研
究
・
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
副
食
費
無
償
化
の
費
用
は
１
８

２
５
万
円
。
保
育
所
か
ら
小
・
中

学
校
ま
で
給
食
費
を
全
額
無
償
化

に
す
る
と
い
う
課
題
。
ぜ
ひ
早
急

な
実
施
を
求
め
る
。

■ 

質

　問

　
実
質
賃
金
が
３
年
連
続
で
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け

若
年
世
帯
で
の
家
賃
負
担
は
大
き

く
な
っ
て
い
る
。
他
都
市
で
実
施

さ
れ
て
い
る
家
賃
補
助
の
制
度
化

を
求
め
る
。

■ 

町

　長

　
佐
々
町
の
家
賃
に
つ
い
て
は
福

岡
県
並
み
の
家
賃
と
い
う
の
は
よ

く
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
現
時
点

で
は
検
討
を
し
て
き
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
も
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
は

国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
支
援
を

行
っ
て
い

く
こ
と
に

な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

※

以
上
の
ほ
か
、「
町
民
の
移
動
支

援
・
通
院
・
通
学
費
助
成
」「
き

こ
え
・
補
聴
器
の
支
援
」
な
ど

に
つ
い
て
、
質
問
・
提
案
を
行

い
ま
し
た
。

学校給食無償化は現在中学校のみの実施です。県下各市町で全面
実施が進んでおり、佐々町でも「全面実施をすすめるべき」と質問
しました。

今年度は小学校６年生のみ無償化します

意

　見

意

　見

体
育
館
の

エ
ア
コ
ン
設
置
を

ど
う
進
め
る

小
学
校
は
老
朽
化
し
て

お
り
慎
重
判
断
、

中
学
校
は
適
切
で
あ
り

検
討
中
で
す

「
保
育
の
保
護
者
負
担

軽
減
」は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か

保
育
料
は「
子
ど
も

計
画
」で
、
副
食
費

無
償
化
は
研
究
し
ま
す

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

若
年
世
帯
へ
の

家
賃
補
助
を
求
め
る

現
時
点
で
は

検
討
し
て
い
ま
せ
ん

　小
中
学
校
体
育
館
へ
の
空
調

設
置
は
①
夏
場
の
利
用
制
限
の

解
消
②
避
難
所
と
し
て
の
環
境

整
備
の
両
面
か
ら
必
須
か
つ
緊

急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
長
の
姿
勢
に
つ
い
て
質
し
ま

し
た
。

永田　勝美

佐々町議会だより　第155号（令和７年９月１日）11



■ 

質
　
問

　
現
在
、
仮
置
き
場
は
ど
の
よ
う

に
調
査
・
対
策
さ
れ
て
い
る
か
。

■ 

町
　
長

　
皿
山
公
園
と
真
竹
谷
た
め
池
の

中
間
地
点
は
、
過
去
に
ゴ
ミ
処
理

施
設
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
業

務
委
託
に
よ
り
、
隣
接
す
る
市
瀬

川
に
お
い
て
年
２
回
、
水
質
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
水
質
調
査
の
結
果
は
、
健
康
・

生
活
環
境
項
目
の
基
準
値
を
超
え

る
異
常
は
見
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

■ 

質
　
問

　
水
質
検
査
を
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
劣
化
状
態

を
放
置
せ
ず

修
復
は
で
き

な
い
か
。

■ 

総
務
課
長

　
可
能
な
範

囲
で
応
急
的

な
舗
装
を
行

い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
の
高
齢
者
が
培
っ
た
技
術
や

経
験
を
活
か
し
た
就
業
を
提
供
す

る
重
要
な
機
関
で
あ
る
。
新
庁
舎

の
構
造
や
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
兼
ね

合
い
で
、改
善
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

■ 

町
　
長

　
民
間
施
設
へ
の
移
転
は
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
移
転
。（
９
月
30
日
ま
で
利
用
期

間
延
長
）
委
員
会
に
も
お
諮
り
し

意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　■ 

質
　
問

　
南
部
地
区
体
育
館
は
多
く
の
町

民
が
ス
ポ
ー
ツ
や
行
事
に
利
用
し
、

災
害
時
に
は
避
難
所
と
な
る
重
要

な
施
設
で
あ
る
。
ト
イ
レ
の
男
女

共
用
の
状
況
に
、
不
安
・
不
快
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
。

■ 

町
　
長

　
盗
撮
等
の

被
害
を
防
止

す
る
上
で
早

急
に
対
応
す

べ
き
と
認
識
。

ト
イ
レ
全
面

改
修
は
時
間

を
有
す
る
の

で
、
仮
設
等

を
含
め
早
急
に
対
応
し
た
い
。

※

（
体
育
館
エ
ア
コ
ン
設
置
は
、
前

日
、
同
僚
議
員
が
質
問
さ
れ
た

の
で
割
愛
し
ま
し
た
。）

■ 

質
　
問

　
温
浴
施
設
の
10
年
間
の
利
用
者

数
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し

て
い
る
か
。

■ 

町
　
長

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
温
浴
施

設
は
平
成
９
年
５
月
に
完
成
し
28

年
経
過
し
て
お
り
、
温
浴
施
設
は

避
難
所
開
設
時
に
使
え
る
状
態
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
令
和

６
年
度
の
利
用
者
は
６
，７
４
９
人
。

平
成
27
年
度
は
１
万
２
，１
９
９
人

で
、
10
年
間
で
５
，４
５
０
人
が
減

少
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
温
浴
施
設
の
経
費
と
１
日
平
均

の
利
用
者
数
は
。

■ 

町
　
長

　
令
和
６
年

度
の
温
浴
施

設
に
係
る
収

支
状
況
は
、

利
用
者
か
ら

の
施
設
使
用

料
金
が
年
間

95
万
円
。
維

持
管
理
コ
ス
ト
は
１
，１
０
０
万
円
。

ま
た
、
１
日
平
均
の
利
用
者
数
は

令
和
６
年
度
で
18
・
５
人
。
10
年

前
は
33
・
４
人
で
、
１
日
あ
た
り

14
・
９
人
少
な
く
な
っ
て
い
る
状

況
で
す
。

■ 

質
　
問

　
２
階
の
テ
ナ
ン
ト
募
集
は
さ
れ

た
け
れ
ど
も
応
募
に
至
ら
な
い
現

状
で
、
現
在
、
町
の
管
理
が
続
い

て
い
る
が
、
今
後
の
方
向
性
は
。

■ 

町
　
長

　
２
階
の
利
用
と
し
て
は
、
町
民

の
方
が
制
作
さ
れ
た
作
品
の
展
示

会
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
御

意
見
を
参
考
に
し
、
利
用
方
法
を

検
討
し
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
イ
ベ
ン
ト
ル
ー
ム
と
し
て
の
活

用
を
考
え
て
お
ら
れ
る
が
、
一
般

の
方
も
無
償
に
て
利
用
出
来
る
の
か
。

■ 

企
画
商
工
課
長

　
現
在
、
普

通
財
産
に

な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、

使
用
料
の
発

生
は
し
な
い

状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。

仮置き場として使用している場所に、産業廃棄物が埋設されアスファ
ルトで覆ってある。雨水などで川に流れ込むことによる、健康被害
の懸念について質問した。

町の仮置き場である現地の劣化対策は出来ないか

傷んでいる部分の舗装を行いたいと思っています

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

事
務
所
位
置
・
環
境
は

公
共
施
設
等
を
活
用
し
た

移
転
を
検
討
し
て
い
ま
す

ト
イ
レ
の
男
女
共
用
の

状
況
等
に
つ
い
て

ト
イ
レ
男
女
別
洋
式
化
に

つ
い
て
仮
設
等
を
含
め

早
急
に
対
応
し
ま
す

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

温
浴
場
施
設
に
つ
い
て

長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、

利
用
者
の
声
を
集
約
し
て

運
営
を
検
討
し
ま
す

佐
々
駅
舎
２
階
の
入
居

状
況
と
今
後
の
対
応
策
は

町
民
の
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

利
用
方
法
を
検
討
し
ま
す

仮置き場

体育館トイレ

温浴施設

長谷川　忠

佐々駅舎
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■ 

質
　
問

　
佐
々
町
に
は
公
民
館
や
農
業
体

験
施
設
を
は
じ
め
、
暮
ら
し
や
地

域
活
動
を
支
え
る
多
様
な
公
共
施

設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

長
年
に
わ
た
り
運
営
形
態
や
利
用

方
法
が
大
き
く
見
直
さ
れ
て
お
ら

ず
、
利
用
者
が
限
ら
れ
る
施
設
も

見
受
け
ら
れ
る
。
民
間
活
力
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
な
管
理

や
新
た
な
収
益
創
出
が
図
れ
る
と

考
え
る
た
め
、
指
定
管
理
者
制
度

や
Ｐ
Ｐ
Ｐ
な
ど
官
民
連
携
の
活
用

を
積
極
的
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

行
政
が
自
ら
財
源
を
生
み
出
し
、

そ
の
収
益
を
福
祉
や
教
育
な
ど
未

来
へ
の
投
資
に
還
元
す
る
循
環
づ

く
り
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
体

運
営
に
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

町
長
の
基
本
的
な
考
え
を
伺
う
。

■ 

町
　
長

　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

基
づ
き
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入

や
地
域
主
体
の
管
理
拡
大
を
進
め

ま
す
。
公
民
館
に
つ
い
て
は
社
会

教
育
法
の
趣
旨
を
尊
重
し
当
面
は

直
営
を
継
続
す
る
方
針
で
す
。
指

定
管
理
者
制
度
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
を
含

む
官
民
連
携
手
法
の
一
つ
と
し
て

捉
え
、
今
後
慎
重
に
研
究
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
農

業
体
験
施
設
に
つ
い
て
は
ド
ッ
グ

ラ
ン
整
備
や
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

へ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
な
が

ら
、
直
営
継
続
か
民
間
活
用
か
を

議
会
と
も
協
議
し
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

■ 

質
　
問

　
佐
々
川
や
公
園
、
四
季
の
自
然

な
ど
本
町
に
は
地
域
資
源
が
数
多

く
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
有

効
活
用
し
地
域
経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
な

く
商
工
会
や
観
光
協
会
、
民
間
事

業
者
と
の
連
携
に
よ
っ
て
交
流
人

口
を
増
や
す
戦
略
が
重
要
で
あ
る
。

観
光
資
源
を
活
か
し
た
産
業
振
興

へ
の
取
組
に
つ
い
て
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

■ 

町
　
長

　
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
商

工
会
や
観
光
協
会
と
協
力
し
な
が

ら
実
施
し
て
お
り
、
今
後
は
古
川

岳
遊
歩
道
の
整
備
や
公
園
の
維
持

管
理
な
ど
基
盤
整
備
に
も
重
点
を

置
き
、
民
間
の
知
恵
も
生
か
し
な

が
ら
地
域
経
済
の
好
循
環
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
町
民
に
行
政
へ
の
理
解
と
信
頼

を
得
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
情
報

を
正
確
か
つ
タ
イ
ム
リ
ー
に
伝
え

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
町
長

部
局
だ
け
で
な
く
教
育
委
員
会
や

農
業
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会

な
ど
も
含
め
た
全
庁
的
な
情
報
発

信
体
制
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

方
針
や
事
業
の
進
捗
を
「
見
え
る

化
」
す
る
取
組
に
つ
い
て
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

■ 

町
　
長

　
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
な
ど
を
活
用
し
、
防
災
・
子
育

て
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
発
信

し
て
い
ま
す
。
登
録
者
も
増
加
し

て
お
り
、
今
後
は
内
容
の
充
実
と

周
知
の
強
化
に
よ
っ
て
、
よ
り
多

く
の
町
民
に
届
け
て
い
き
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
業
務
効

率
化
の
両
立
に
向
け
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
や
Ａ
Ｉ
活
用
な
ど
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
導
入
を
積
極
的
に
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。
特
に
少
人
数

体
制
の
自
治
体
に
お
い
て
は
、Ａ
Ｉ

に
よ
る
事
務
処
理
自
動
化
が
大
き

な
効
果
を
も
た
ら
す
と
考
え
る
。

今
後
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
Ａ
Ｉ
活
用

の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

■ 

町
　
長

　
Ｄ
Ｘ
推
進
会
議
を
設
置
し
、
電

子
入
札
や
電
子
契
約
、
窓
口
改
革

な
ど
を
幅
広
く
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
導
入
に
つ
い
て
は
機
密
性
に

十
分
配
慮
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

整
備
し
、
業
務
効
率
化
や
働
き
方

改
革
に
つ
な
が
る
よ
う
慎
重
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
の
自
由
化
・

民
営
化
に
つ
い
て

経
済
・
観
光
の

活
性
化
に
つ
い
て

行
政
の
透
明
化
・

情
報
発
信
に
つ
い
て

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
・

Ａ
Ｉ
活
用
に
つ
い
て

山 之 内  英 樹
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■ 

質
　
問

　
現
在
、
仮
置
き
場
は
ど
の
よ
う

に
調
査
・
対
策
さ
れ
て
い
る
か
。

■ 

町
　
長

　
皿
山
公
園
と
真
竹
谷
た
め
池
の

中
間
地
点
は
、
過
去
に
ゴ
ミ
処
理

施
設
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
業

務
委
託
に
よ
り
、
隣
接
す
る
市
瀬

川
に
お
い
て
年
２
回
、
水
質
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
水
質
調
査
の
結
果
は
、
健
康
・

生
活
環
境
項
目
の
基
準
値
を
超
え

る
異
常
は
見
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

■ 

質
　
問

　
水
質
検
査
を
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
劣
化
状
態

を
放
置
せ
ず

修
復
は
で
き

な
い
か
。

■ 

総
務
課
長

　
可
能
な
範

囲
で
応
急
的

な
舗
装
を
行

い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
の
高
齢
者
が
培
っ
た
技
術
や

経
験
を
活
か
し
た
就
業
を
提
供
す

る
重
要
な
機
関
で
あ
る
。
新
庁
舎

の
構
造
や
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
兼
ね

合
い
で
、改
善
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

■ 

町
　
長

　
民
間
施
設
へ
の
移
転
は
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
移
転
。（
９
月
30
日
ま
で
利
用
期

間
延
長
）
委
員
会
に
も
お
諮
り
し

意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　■ 

質
　
問

　
南
部
地
区
体
育
館
は
多
く
の
町

民
が
ス
ポ
ー
ツ
や
行
事
に
利
用
し
、

災
害
時
に
は
避
難
所
と
な
る
重
要

な
施
設
で
あ
る
。
ト
イ
レ
の
男
女

共
用
の
状
況
に
、
不
安
・
不
快
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
。

■ 

町
　
長

　
盗
撮
等
の

被
害
を
防
止

す
る
上
で
早

急
に
対
応
す

べ
き
と
認
識
。

ト
イ
レ
全
面

改
修
は
時
間

を
有
す
る
の

で
、
仮
設
等

を
含
め
早
急
に
対
応
し
た
い
。

※

（
体
育
館
エ
ア
コ
ン
設
置
は
、
前

日
、
同
僚
議
員
が
質
問
さ
れ
た

の
で
割
愛
し
ま
し
た
。）

■ 

質
　
問

　
温
浴
施
設
の
10
年
間
の
利
用
者

数
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し

て
い
る
か
。

■ 

町
　
長

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
温
浴
施

設
は
平
成
９
年
５
月
に
完
成
し
28

年
経
過
し
て
お
り
、
温
浴
施
設
は

避
難
所
開
設
時
に
使
え
る
状
態
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
令
和

６
年
度
の
利
用
者
は
６
，７
４
９
人
。

平
成
27
年
度
は
１
万
２
，１
９
９
人

で
、
10
年
間
で
５
，４
５
０
人
が
減

少
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
温
浴
施
設
の
経
費
と
１
日
平
均

の
利
用
者
数
は
。

■ 

町
　
長

　
令
和
６
年

度
の
温
浴
施

設
に
係
る
収

支
状
況
は
、

利
用
者
か
ら

の
施
設
使
用

料
金
が
年
間

95
万
円
。
維

持
管
理
コ
ス
ト
は
１
，１
０
０
万
円
。

ま
た
、
１
日
平
均
の
利
用
者
数
は

令
和
６
年
度
で
18
・
５
人
。
10
年

前
は
33
・
４
人
で
、
１
日
あ
た
り

14
・
９
人
少
な
く
な
っ
て
い
る
状

況
で
す
。

■ 

質
　
問

　
２
階
の
テ
ナ
ン
ト
募
集
は
さ
れ

た
け
れ
ど
も
応
募
に
至
ら
な
い
現

状
で
、
現
在
、
町
の
管
理
が
続
い

て
い
る
が
、
今
後
の
方
向
性
は
。

■ 

町
　
長

　
２
階
の
利
用
と
し
て
は
、
町
民

の
方
が
制
作
さ
れ
た
作
品
の
展
示

会
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
御

意
見
を
参
考
に
し
、
利
用
方
法
を

検
討
し
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
イ
ベ
ン
ト
ル
ー
ム
と
し
て
の
活

用
を
考
え
て
お
ら
れ
る
が
、
一
般

の
方
も
無
償
に
て
利
用
出
来
る
の
か
。

■ 

企
画
商
工
課
長

　
現
在
、
普

通
財
産
に

な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、

使
用
料
の
発

生
は
し
な
い

状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。

仮置き場として使用している場所に、産業廃棄物が埋設されアスファ
ルトで覆ってある。雨水などで川に流れ込むことによる、健康被害
の懸念について質問した。

町の仮置き場である現地の劣化対策は出来ないか

傷んでいる部分の舗装を行いたいと思っています

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

事
務
所
位
置
・
環
境
は

公
共
施
設
等
を
活
用
し
た

移
転
を
検
討
し
て
い
ま
す

ト
イ
レ
の
男
女
共
用
の

状
況
等
に
つ
い
て

ト
イ
レ
男
女
別
洋
式
化
に

つ
い
て
仮
設
等
を
含
め

早
急
に
対
応
し
ま
す

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

温
浴
場
施
設
に
つ
い
て

長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、

利
用
者
の
声
を
集
約
し
て

運
営
を
検
討
し
ま
す

佐
々
駅
舎
２
階
の
入
居

状
況
と
今
後
の
対
応
策
は

町
民
の
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

利
用
方
法
を
検
討
し
ま
す

仮置き場

体育館トイレ

温浴施設

長谷川　忠

佐々駅舎
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佐々町の新しい方向性と財源確保
～公共施設・観光・情報発信・ＤＸの観点から、
　　　「稼いで還元する町政」をめざす
　　　　　　　　　持続可能なまちづくりへ～

■ 

質
　
問

　
佐
々
町
に
は
公
民
館
や
農
業
体

験
施
設
を
は
じ
め
、
暮
ら
し
や
地

域
活
動
を
支
え
る
多
様
な
公
共
施

設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

長
年
に
わ
た
り
運
営
形
態
や
利
用

方
法
が
大
き
く
見
直
さ
れ
て
お
ら

ず
、
利
用
者
が
限
ら
れ
る
施
設
も

見
受
け
ら
れ
る
。
民
間
活
力
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
な
管
理

や
新
た
な
収
益
創
出
が
図
れ
る
と

考
え
る
た
め
、
指
定
管
理
者
制
度

や
Ｐ
Ｐ
Ｐ
な
ど
官
民
連
携
の
活
用

を
積
極
的
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

行
政
が
自
ら
財
源
を
生
み
出
し
、

そ
の
収
益
を
福
祉
や
教
育
な
ど
未

来
へ
の
投
資
に
還
元
す
る
循
環
づ

く
り
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
体

運
営
に
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

町
長
の
基
本
的
な
考
え
を
伺
う
。

■ 

町
　
長

　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

基
づ
き
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入

や
地
域
主
体
の
管
理
拡
大
を
進
め

ま
す
。
公
民
館
に
つ
い
て
は
社
会

教
育
法
の
趣
旨
を
尊
重
し
当
面
は

直
営
を
継
続
す
る
方
針
で
す
。
指

定
管
理
者
制
度
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
を
含

む
官
民
連
携
手
法
の
一
つ
と
し
て

捉
え
、
今
後
慎
重
に
研
究
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
農

業
体
験
施
設
に
つ
い
て
は
ド
ッ
グ

ラ
ン
整
備
や
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

へ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
な
が

ら
、
直
営
継
続
か
民
間
活
用
か
を

議
会
と
も
協
議
し
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

■ 
質
　
問

　
佐
々
川
や
公
園
、
四
季
の
自
然

な
ど
本
町
に
は
地
域
資
源
が
数
多

く
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
有

効
活
用
し
地
域
経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
な

く
商
工
会
や
観
光
協
会
、
民
間
事

業
者
と
の
連
携
に
よ
っ
て
交
流
人

口
を
増
や
す
戦
略
が
重
要
で
あ
る
。

観
光
資
源
を
活
か
し
た
産
業
振
興

へ
の
取
組
に
つ
い
て
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

■ 

町
　
長

　
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
商

工
会
や
観
光
協
会
と
協
力
し
な
が

ら
実
施
し
て
お
り
、
今
後
は
古
川

岳
遊
歩
道
の
整
備
や
公
園
の
維
持

管
理
な
ど
基
盤
整
備
に
も
重
点
を

置
き
、
民
間
の
知
恵
も
生
か
し
な

が
ら
地
域
経
済
の
好
循
環
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
町
民
に
行
政
へ
の
理
解
と
信
頼

を
得
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
情
報

を
正
確
か
つ
タ
イ
ム
リ
ー
に
伝
え

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
町
長

部
局
だ
け
で
な
く
教
育
委
員
会
や

農
業
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会

な
ど
も
含
め
た
全
庁
的
な
情
報
発

信
体
制
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

方
針
や
事
業
の
進
捗
を
「
見
え
る

化
」
す
る
取
組
に
つ
い
て
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

■ 

町
　
長

　
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
な
ど
を
活
用
し
、
防
災
・
子
育

て
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
発
信

し
て
い
ま
す
。
登
録
者
も
増
加
し

て
お
り
、
今
後
は
内
容
の
充
実
と

周
知
の
強
化
に
よ
っ
て
、
よ
り
多

く
の
町
民
に
届
け
て
い
き
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
業
務
効

率
化
の
両
立
に
向
け
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
や
Ａ
Ｉ
活
用
な
ど
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
導
入
を
積
極
的
に
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。
特
に
少
人
数

体
制
の
自
治
体
に
お
い
て
は
、Ａ
Ｉ

に
よ
る
事
務
処
理
自
動
化
が
大
き

な
効
果
を
も
た
ら
す
と
考
え
る
。

今
後
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
Ａ
Ｉ
活
用

の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

■ 

町
　
長

　
Ｄ
Ｘ
推
進
会
議
を
設
置
し
、
電

子
入
札
や
電
子
契
約
、
窓
口
改
革

な
ど
を
幅
広
く
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
導
入
に
つ
い
て
は
機
密
性
に

十
分
配
慮
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

整
備
し
、
業
務
効
率
化
や
働
き
方

改
革
に
つ
な
が
る
よ
う
慎
重
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
の
自
由
化
・

民
営
化
に
つ
い
て

経
済
・
観
光
の

活
性
化
に
つ
い
て

行
政
の
透
明
化
・

情
報
発
信
に
つ
い
て

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
・

Ａ
Ｉ
活
用
に
つ
い
て

山 之 内  英 樹
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令
和
７
年
度

　
西
九
州
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
総
会
の
報
告

西
九
州
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
　
要
望
活
動

■ 

日
　
時

令
和
７
年
７
月
16
日
（
水
）

午
後
３
時
30
分
か
ら

■ 

会
　
場

平
戸
市
田
平
町
民
セ
ン
タ
ー

■ 

総
会
議
事

①
令
和
６
年
度
活
動
経
過
報
告
に
つ
い
て

②
令
和
６
年
度
決
算
報
告
並
び
に

　
監
査
報
告
に
つ
い
て

③
令
和
７
年
度
役
員
の
選
任（
案
）に
つ
い
て

④
令
和
７
年
度
活
動
計
画（
案
）に
つ
い
て

⑤
令
和
７
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

⑥
決
議（
案
）に
つ
い
て

⑦
西
九
州
自
動
車
道
の
建
設
促
進
に

　
関
す
る
要
望
書（
案
）に
つ
い
て

※

令
和
７
年
度
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

顧
　
問
：
川
副
剛
　
議
員

副
会
長
：
横
田
博
茂
　
議
員

理
　
事
：
井
上
智
恵
美
　
議
員

監
　
事
：
長
谷
川
忠
　
議
員

以
上
４
名
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

※

令
和
７
年
度
活
動
計
画（
案
）に
つ
い
て

①
佐
賀
県
・
長
崎
県
へ
の
要
望
活
動

要
望
時
期

８
月
８
日
（
金
）

要
望
先

佐
賀
県
知
事
、
佐
賀
県
議
会
議
長
、

佐
賀
国
道
事
務
所
長
、
長
崎
県
知
事
、

長
崎
県
議
会
議
長
、

長
崎
河
川
国
道
事
務
所
長

②
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
へ
の

　
要
望
活
動

要
望
時
期

10
月
中
旬
〜
11
月
上
旬

要
望
先

九
州
地
方
整
備
局
長

③
国
土
交
通
省
・
財
務
省
・
地
元
選
出

　
国
会
議
員
等
へ
の
要
望
活
動

要
望
時
期

10
月
中
旬
〜
11
月
下
旬

要
望
先

未
定

以
上
の
要
望
活
動
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

西
九
州
自
動
車
道
の
全
線
開
通
を

早
期
実
現
す
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
４
市
１
町
が
協
力
し
、

要
望
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
！

改
め
て
、
道
路
は
繋
が
な
く
て
は

意
味
が
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
作
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

そ
れ
を
ど
う
活
か
す
の
か
、
こ
れ
か
ら

町
政
の
腕
の
み
せ
ど
こ
ろ
で
す
！

■ 

日 

時

令
和
７
年
８
月
８
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら

■ 

会
　
場

佐
賀
県
市
町
会
館
、
佐
賀
県
庁
、

佐
賀
国
道
事
務
所
、長
崎
河
川
国
道
事
務
所
、

長
崎
県
庁

■ 

要
望
先

佐
賀
県
知
事
、
佐
賀
県
議
会
議
長
、

佐
賀
国
道
事
務
所
長
、
長
崎
県
知
事
、

長
崎
県
議
会
議
長
、長
崎
河
川
国
道
事
務
所
長

■ 

要
望
活
動
内
容

・
公
共
事
業
費
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、

道
路
関
係
予
算
の
所
要
額
の
確
保

・
伊
万
里
道
路
の
事
業
促
進
と
早
期
完
成

・
伊
万
里
松
浦
道
路
の
事
業
促
進
と
早
期
完
成

・
松
浦
佐
々
道
路
の
事
業
促
進
と
早
期
完
成

・
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の

対
策
に
必
要
な
予
算
、
財
源
の
確
保

・
大
規
模
自
然
災
害
に
即
応
す
る
た
め
、

　
地
方
整
備
局
の
体
制
の
充
実・強
化
と
、

　
災
害
対
応
に
必
要
と
な
る
資
機
材
の

確
保

以
上
の
６
項
目
を
各
要
望
先
へ
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。

※

松
浦
〜
平
戸
区
間
が
令
和
７
年
度
に
は

開
通
と
な
り
ま
す
！
一
日
も
早
い
全
線

開
通
へ
向
け
て
、こ
れ
か
ら
も
要
望
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。
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委
員
長
研
修
会

■ 

日
　
時

令
和
７
年
７
月
24
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

■ 

会
　
場

長
崎
県
市
町
村
会
館
４
階

第
２
会
議
室

議
会
運
営
と
委
員
会
の
役
割
を

学
び
ま
し
た

　
７
月
24
日
に
行
わ
れ
た
委
員
長
研
修
会

で
は
、「
議
会
運
営
と
委
員
会
の
役
割
」

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
議
会
は
町
民
の

代
表
と
し
て
、
町
長
の
仕
事
を
監
視
し
、

公
平
で
健
全
な
行
政
運
営
を
守
る
役
割
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
条
例
や
予
算
を
決
め

る
「
立
法
機
関
」
と
し
て
の
機
能
も
持
っ

て
い
ま
す
。

委
員
会
の
大
切
な
役
目

　
委
員
会
は
本
会
議
の
前
に
詳
し
く
調

査
・
審
査
を
行
う
場
で
、
常
任
委
員
会
や

特
別
委
員
会
で
は
独
自
調
査
や
政
策
提
案

も
可
能
で
す
。
近
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

や
閉
会
中
の
活
動
も
で
き
、
柔
軟
な
運
営

が
進
ん
で
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会
は「
議
会
の
エ
ン
ジ
ン
」

　
議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
会
の
進
行
や

運
営
方
針
を
調
整
す
る
役
割
を
持
っ
て
い

ま
す
。
多
数
決
よ
り
も
「
全
員
が
納
得
す

る
ま
で
話
し
合
う
」
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

学
び
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す

　
今
回
の
研
修
で
、
議
会
と
委
員
会
が
互

い
に
補
い
合
い
、
住
民
の
声
を
し
っ
か
り

反
映
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
町
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
仕
組
み
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

■ 

日
　
時

令
和
７
年
８
月
５
日
（
火
）

午
後
１
時
15
分
か
ら

■ 

会
　
場

長
崎
県
市
町
村
会
館
６
階
大
会
議
室

■ 

講
　
演

⑴「
地
域
を
維
持
可
能
と
す
る
公
共
交
通

政
策
」
〜
自
治
体
の
主
体
的
で
適
切
な

動
き
が
カ
ギ
〜

　
　
講
師
　
加
藤
　
博
和 

氏

⑵「
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
の
た
め
の
獣

害
対
策
」
〜
地
域
政
策
と
し
て
獣
害
対

策
を
考
え
る
〜

　
　
講
師
　
山
端
　
直
人 

氏

■ 

研
修
所
感

　
講
演
の
前
半
は
、
地
域
公
共
交
通
の
重

要
性
に
つ
い
て
の
内
容
の
解
説
が
あ
り
ま

し
た
。
加
藤
先
生
の
考
え
方
や
、
地
域
公

共
交
通
の
発
展
に
足
り
な
い
も
の
は
「
運

転
手
」
で
は
な
く
「
人
件
費
」
で
あ
る
と

デ
ー
タ
や
現
場
で
の
具
体
的
な
事
例
を
含

め
、
大
変
説
得
力
の
あ
る
講
演
で
し
た
。

講
演
の
後
半
で
は
獣
害
対
策
に
つ
い
て
行

政
の
考
え
方
や
、
地
域
住
民
の
取
り
組
み

を
実
際
に
山
端
先
生
が
関
わ
っ
た
自
治
体

の
具
体
的
な
例
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
獣

害
対
策
の
全
て
は
「
守
る
」「
獲
る
」「
共

有
す
る
」
で
あ
り
、
対
策
の
中
心
は
行
政

で
あ
る
べ
き
で
す
が
、
地
域
の
方
々
に
も

協
力
し
箱
罠
の
設
置
や
管
理
、
ま
た
金
網

や
電
気
柵
を
行
い
、
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
で
被
害
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
内
容
で
し
た
。
今
回
の
講
演
は
、
地
域

発
展
や
振
興
の
考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
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令
和
７
年
度

　
西
九
州
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
総
会
の
報
告

西
九
州
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
　
要
望
活
動

■ 

日
　
時

令
和
７
年
７
月
16
日
（
水
）

午
後
３
時
30
分
か
ら

■ 

会
　
場

平
戸
市
田
平
町
民
セ
ン
タ
ー

■ 

総
会
議
事

①
令
和
６
年
度
活
動
経
過
報
告
に
つ
い
て

②
令
和
６
年
度
決
算
報
告
並
び
に

　
監
査
報
告
に
つ
い
て

③
令
和
７
年
度
役
員
の
選
任（
案
）に
つ
い
て

④
令
和
７
年
度
活
動
計
画（
案
）に
つ
い
て

⑤
令
和
７
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

⑥
決
議（
案
）に
つ
い
て

⑦
西
九
州
自
動
車
道
の
建
設
促
進
に

　
関
す
る
要
望
書（
案
）に
つ
い
て

※

令
和
７
年
度
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

顧
　
問
：
川
副
剛
　
議
員

副
会
長
：
横
田
博
茂
　
議
員

理
　
事
：
井
上
智
恵
美
　
議
員

監
　
事
：
長
谷
川
忠
　
議
員

以
上
４
名
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

※

令
和
７
年
度
活
動
計
画（
案
）に
つ
い
て

①
佐
賀
県
・
長
崎
県
へ
の
要
望
活
動

要
望
時
期

８
月
８
日
（
金
）

要
望
先

佐
賀
県
知
事
、
佐
賀
県
議
会
議
長
、

佐
賀
国
道
事
務
所
長
、
長
崎
県
知
事
、

長
崎
県
議
会
議
長
、

長
崎
河
川
国
道
事
務
所
長

②
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
へ
の

　
要
望
活
動

要
望
時
期

10
月
中
旬
〜
11
月
上
旬

要
望
先

九
州
地
方
整
備
局
長

③
国
土
交
通
省
・
財
務
省
・
地
元
選
出

　
国
会
議
員
等
へ
の
要
望
活
動

要
望
時
期

10
月
中
旬
〜
11
月
下
旬

要
望
先

未
定

以
上
の
要
望
活
動
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

西
九
州
自
動
車
道
の
全
線
開
通
を

早
期
実
現
す
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
４
市
１
町
が
協
力
し
、

要
望
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
！

改
め
て
、
道
路
は
繋
が
な
く
て
は

意
味
が
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
作
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

そ
れ
を
ど
う
活
か
す
の
か
、
こ
れ
か
ら

町
政
の
腕
の
み
せ
ど
こ
ろ
で
す
！

■ 

日 

時

令
和
７
年
８
月
８
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら

■ 

会
　
場

佐
賀
県
市
町
会
館
、
佐
賀
県
庁
、

佐
賀
国
道
事
務
所
、長
崎
河
川
国
道
事
務
所
、

長
崎
県
庁

■ 

要
望
先

佐
賀
県
知
事
、
佐
賀
県
議
会
議
長
、

佐
賀
国
道
事
務
所
長
、
長
崎
県
知
事
、

長
崎
県
議
会
議
長
、長
崎
河
川
国
道
事
務
所
長

■ 

要
望
活
動
内
容

・
公
共
事
業
費
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、

道
路
関
係
予
算
の
所
要
額
の
確
保

・
伊
万
里
道
路
の
事
業
促
進
と
早
期
完
成

・
伊
万
里
松
浦
道
路
の
事
業
促
進
と
早
期
完
成

・
松
浦
佐
々
道
路
の
事
業
促
進
と
早
期
完
成

・
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の

対
策
に
必
要
な
予
算
、
財
源
の
確
保

・
大
規
模
自
然
災
害
に
即
応
す
る
た
め
、

　
地
方
整
備
局
の
体
制
の
充
実・強
化
と
、

　
災
害
対
応
に
必
要
と
な
る
資
機
材
の

確
保

以
上
の
６
項
目
を
各
要
望
先
へ
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。

※

松
浦
〜
平
戸
区
間
が
令
和
７
年
度
に
は

開
通
と
な
り
ま
す
！
一
日
も
早
い
全
線

開
通
へ
向
け
て
、こ
れ
か
ら
も
要
望
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。
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委
員
長
研
修
会

■ 

日
　
時

令
和
７
年
７
月
24
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

■ 

会
　
場

長
崎
県
市
町
村
会
館
４
階

第
２
会
議
室

議
会
運
営
と
委
員
会
の
役
割
を

学
び
ま
し
た

　
７
月
24
日
に
行
わ
れ
た
委
員
長
研
修
会

で
は
、「
議
会
運
営
と
委
員
会
の
役
割
」

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
議
会
は
町
民
の

代
表
と
し
て
、
町
長
の
仕
事
を
監
視
し
、

公
平
で
健
全
な
行
政
運
営
を
守
る
役
割
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
条
例
や
予
算
を
決
め

る
「
立
法
機
関
」
と
し
て
の
機
能
も
持
っ

て
い
ま
す
。

委
員
会
の
大
切
な
役
目

　
委
員
会
は
本
会
議
の
前
に
詳
し
く
調

査
・
審
査
を
行
う
場
で
、
常
任
委
員
会
や

特
別
委
員
会
で
は
独
自
調
査
や
政
策
提
案

も
可
能
で
す
。
近
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

や
閉
会
中
の
活
動
も
で
き
、
柔
軟
な
運
営

が
進
ん
で
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会
は「
議
会
の
エ
ン
ジ
ン
」

　
議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
会
の
進
行
や

運
営
方
針
を
調
整
す
る
役
割
を
持
っ
て
い

ま
す
。
多
数
決
よ
り
も
「
全
員
が
納
得
す

る
ま
で
話
し
合
う
」
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

学
び
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す

　
今
回
の
研
修
で
、
議
会
と
委
員
会
が
互

い
に
補
い
合
い
、
住
民
の
声
を
し
っ
か
り

反
映
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
町
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
仕
組
み
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

■ 

日
　
時

令
和
７
年
８
月
５
日
（
火
）

午
後
１
時
15
分
か
ら

■ 

会
　
場

長
崎
県
市
町
村
会
館
６
階
大
会
議
室

■ 

講
　
演

⑴「
地
域
を
維
持
可
能
と
す
る
公
共
交
通

政
策
」
〜
自
治
体
の
主
体
的
で
適
切
な

動
き
が
カ
ギ
〜

　
　
講
師
　
加
藤
　
博
和 

氏

⑵「
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
の
た
め
の
獣

害
対
策
」
〜
地
域
政
策
と
し
て
獣
害
対

策
を
考
え
る
〜

　
　
講
師
　
山
端
　
直
人 

氏

■ 

研
修
所
感

　
講
演
の
前
半
は
、
地
域
公
共
交
通
の
重

要
性
に
つ
い
て
の
内
容
の
解
説
が
あ
り
ま

し
た
。
加
藤
先
生
の
考
え
方
や
、
地
域
公

共
交
通
の
発
展
に
足
り
な
い
も
の
は
「
運

転
手
」
で
は
な
く
「
人
件
費
」
で
あ
る
と

デ
ー
タ
や
現
場
で
の
具
体
的
な
事
例
を
含

め
、
大
変
説
得
力
の
あ
る
講
演
で
し
た
。

講
演
の
後
半
で
は
獣
害
対
策
に
つ
い
て
行

政
の
考
え
方
や
、
地
域
住
民
の
取
り
組
み

を
実
際
に
山
端
先
生
が
関
わ
っ
た
自
治
体

の
具
体
的
な
例
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
獣

害
対
策
の
全
て
は
「
守
る
」「
獲
る
」「
共

有
す
る
」
で
あ
り
、
対
策
の
中
心
は
行
政

で
あ
る
べ
き
で
す
が
、
地
域
の
方
々
に
も

協
力
し
箱
罠
の
設
置
や
管
理
、
ま
た
金
網

や
電
気
柵
を
行
い
、
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
で
被
害
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
内
容
で
し
た
。
今
回
の
講
演
は
、
地
域

発
展
や
振
興
の
考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
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町民の皆様からよせられた

※原文のママ掲載しています。

　
工
事
の
遅
延
や
多
額
の
追
加
費
用
負

担
な
ど
が
発
生
し
た
新
庁
舎
建
設
に
絡

む
問
題
は
何
ら
明
確
に
解
決
さ
れ
ぬ
ま

ま
開
庁
式
を
迎
え
、
現
在
、
町
民
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。『
議
会
だ
よ
り
』

第
154
号
に
よ
る
と
本
年
３
月
ま
で
の
間

に
２
回
の
臨
時
議
会
と
計
３
回
の
全
員

協
議
会
が
開
か
れ
、
工
事
が
遅
延
し
た

原
因
究
明
や
具
体
的
な
対
応
策
に
つ
い

て
審
議
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
そ
の
多
く
は
明
確
に
さ
れ
な
い
ま

ま
「
工
事
請
負
変
更
契
約
締
結
」
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
３
月
議
会
終
了
と
と
も
に

残
念
な
が
ら
官
製
談
合
事
件
の
発
生
を

受
け
役
場
内
で
も
混
乱
が
続
き
、
新
庁

舎
へ
の
移
転
準
備
も
重
な
っ
て
業
務
に

忙
殺
さ
れ
、
さ
ら
に
町
長
及
び
町
議
会

議
員
選
挙
を
経
て
町
長
や
町
議
の
多
く

が
人
心
一
新
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
る

で
新
庁
舎
建
設
に
絡
む
諸
問
題
は
〝
過

ぎ
去
っ
た
こ
と
（
触
れ
て
は
い
け
な
い

パ
ン
ド
ラ
の
箱
）〞
と
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　
昨
年
度
来
、
役
場
側
は
議
会
に
対
し

て
一
向
に
明
確
な
回
答
が
で
き
な
い
ま

ま
で
す
が
、
議
会
側
も
新
庁
舎
建
設
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
を
自
ら
の
都

合
で
事
実
上
廃
止
し
た
こ
と
も
、
事
態

の
解
明
が
有
効
に
進
ん
で
い
な
い
要
因

の
ひ
と
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
状
況
を
把
握
で
き
て
い
た
は
ず
の
職

員
は
異
動
や
退
職
と
な
り
、
町
長
並
び

に
議
員
の
半
数
も
新
た
に
誕
生
し
ま
し

た
が
、〝
過
去
の
関
係
者
に
よ
っ
て
起

き
た
こ
と
〞
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。

　
今
年
の
秋
に
は
昨
年
度
（
令
和
６
年

度
）
予
算
の
決
算
審
査
の
た
め
の
特
別

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ま
ま

何
の
指
摘
も
無
く
認
定
さ
れ
る
と
は
思

え
ま
せ
ん
が
、
必
ず
や
事
実
関
係
を
明

ら
か
に
し
、
原
因
究
明
と
責
任
の
所
在

を
明
確
に
し
、
有
効
な
対
策
が
講
じ
ら

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
少
な
く

と
も
工
事
が
遅
延
し
た
こ
と
に
伴
い
本

来
負
担
す
る
必
要
の
な
か
っ
た
は
ず
の

公
費
が
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
議

会
と
し
て
正
常
な
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
発

現
と
行
政
（
役
場
）
側
の
適
正
な
業
務

遂
行
に
期
待
し
ま
す
。

佐
々
町
羽
須
和
免
　
　

染
川
　
勝
英

新
庁
舎
建
設
に

  

絡
む
問
題
は

    

一
体
ど
う
な
っ
た
の
？
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今
、
町
民
の
皆
様
が
求
め
て
い
る
の
は
、
町
民

に
よ
る
町
民
の
た
め
の
町
政
、
暮
ら
し
を
守
る
町

政
、
町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
主
義
、
器
に
合
っ
た
財
政

施
策
、
財
政
立
て
直
し
が
町
民
の
願
い
で
す
。
町

が
抱
え
て
い
る
キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
を
提
起
し
ま
す
。

１
．
当
初
予
算
案
の
編
成
に
あ
た
っ
て

　
町
の
財
政
施
策
は
逼
迫
し
て
お
り
、
財
源
に
は

限
界
が
あ
る
よ
う
で
す
。
従
っ
て
、
会
計
監
査
の

意
見
書
に
指
摘
さ
れ
た
内
容
を
重
く
受
け
止
め
、

上
部
機
関
と
連
携
を
深
め
、
国
・
県
の
政
策
を
活

用
し
、
予
算
案
に
繰
入
れ
事
業
を
推
進
す
る
こ
と

で
す
。

２
．
町
有
地
へ
の
企
業
誘
致
促
進

　
担
当
理
事
を
設
け
、
誘
致
活
動
を
す
る
事
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
適
任
者
不
在
で
数
年
な
お

ざ
り
に
な
っ
て
い
る
。
幸
い
に
も
、
国
「
地
方
創

制
資
金
」
県
「
企
業
誘
致
促
進
強
化
」
掲
げ
て
い

ま
す
。
町
も
ハ
イ
ウ
ェ
イ
網
を
活
し
、
国
・
県
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
企
業
誘
致
し
、

町
の
財
源
を
確
保
す
る
事
で
す
。

３
．
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
町
は
過
去
に
大
水
害
を
被
っ
た
事
が
あ
り
ま

す
。「
天
災
は
何
時
く
る
か
分
か
ら
な
い
」
国
に

お
い
て
も
、
能
登
半
島
の
大
地
震
を
教
訓
に
、
令

和
７
年
度
か
ら
防
災
庁
を
設
置
、
予
算
化
し
、
地

方
へ
支
局
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
町
も
過
去
の
経

験
を
生
か
し
て
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
政

策
・
立
案
し
て
、
資
金
の
メ
ド
を
付
け
準
備
体
制

が
必
要
で
す
。

４
．
町
営
住
宅
の
建
て
替
え
に
つ
い
て

　
住
宅
の
耐
用
年
数
が
超
過
し
て
、
至
る
所
に
空

家
が
多
く
雑
草
が
散
乱
し
て
い
る
。
見
る
影
も
な

い
よ
う
で
す
。「
住
み
た
く
な
る
町
」
へ
し
て
下

さ
い
。

５
．
議
会
改
革
推
進
（
議
会
の
在
り
方
）

　
議
員
定
数
の
削
減
、
少
数
精
鋭
主
義
、
一
問
一

答
方
式
を
改
め
、「
議
論
100
戦
し
て
一
利
有
り
」、

Ｓ
Ｎ
Ｓ 

・
ア
プ
リ
・
デ
ジ
タ
ル
の
機
能
を
充
分

活
用
し
て
、
議
論
を
展
開
し
て
欲
し
い
。
尚
、
先

の
選
挙
で
半
数
の
議
員
が
衣
替
え
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
佐
々
町
は
官
製
談
合
事
件

で
大
恥
を
か
い
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
新
進
気
鋭
の
議
員
が
新
風
を
吹
き
込

み
、
第
三
者
委
員
会
を
設
け
、
原
因
を
究
明
し
て
、

特
別
公
務
員
の
懲
罰
制
度
を
条
例
で
制
定
し
、
二

度
と
事
件
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
が
、佐
々
町
の
名
誉
挽
回
「
再
生
の
道
」

へ
と
継
承
す
る
事
で
す
。

佐
々
町
須
崎
免
　
　

宮
﨑
　
勝
紀

新
進
気
鋭
の
町
長
、

　
　
　
　財
政
施
策
に
期
待
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町民の皆様からよせられた

※原文のママ掲載しています。

　
工
事
の
遅
延
や
多
額
の
追
加
費
用
負

担
な
ど
が
発
生
し
た
新
庁
舎
建
設
に
絡

む
問
題
は
何
ら
明
確
に
解
決
さ
れ
ぬ
ま

ま
開
庁
式
を
迎
え
、
現
在
、
町
民
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。『
議
会
だ
よ
り
』

第
154
号
に
よ
る
と
本
年
３
月
ま
で
の
間

に
２
回
の
臨
時
議
会
と
計
３
回
の
全
員

協
議
会
が
開
か
れ
、
工
事
が
遅
延
し
た

原
因
究
明
や
具
体
的
な
対
応
策
に
つ
い

て
審
議
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
そ
の
多
く
は
明
確
に
さ
れ
な
い
ま

ま
「
工
事
請
負
変
更
契
約
締
結
」
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
３
月
議
会
終
了
と
と
も
に

残
念
な
が
ら
官
製
談
合
事
件
の
発
生
を

受
け
役
場
内
で
も
混
乱
が
続
き
、
新
庁

舎
へ
の
移
転
準
備
も
重
な
っ
て
業
務
に

忙
殺
さ
れ
、
さ
ら
に
町
長
及
び
町
議
会

議
員
選
挙
を
経
て
町
長
や
町
議
の
多
く

が
人
心
一
新
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
る

で
新
庁
舎
建
設
に
絡
む
諸
問
題
は
〝
過

ぎ
去
っ
た
こ
と
（
触
れ
て
は
い
け
な
い

パ
ン
ド
ラ
の
箱
）〞
と
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　
昨
年
度
来
、
役
場
側
は
議
会
に
対
し

て
一
向
に
明
確
な
回
答
が
で
き
な
い
ま

ま
で
す
が
、
議
会
側
も
新
庁
舎
建
設
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
を
自
ら
の
都

合
で
事
実
上
廃
止
し
た
こ
と
も
、
事
態

の
解
明
が
有
効
に
進
ん
で
い
な
い
要
因

の
ひ
と
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
状
況
を
把
握
で
き
て
い
た
は
ず
の
職

員
は
異
動
や
退
職
と
な
り
、
町
長
並
び

に
議
員
の
半
数
も
新
た
に
誕
生
し
ま
し

た
が
、〝
過
去
の
関
係
者
に
よ
っ
て
起

き
た
こ
と
〞
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。

　
今
年
の
秋
に
は
昨
年
度
（
令
和
６
年

度
）
予
算
の
決
算
審
査
の
た
め
の
特
別

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ま
ま

何
の
指
摘
も
無
く
認
定
さ
れ
る
と
は
思

え
ま
せ
ん
が
、
必
ず
や
事
実
関
係
を
明

ら
か
に
し
、
原
因
究
明
と
責
任
の
所
在

を
明
確
に
し
、
有
効
な
対
策
が
講
じ
ら

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
少
な
く

と
も
工
事
が
遅
延
し
た
こ
と
に
伴
い
本

来
負
担
す
る
必
要
の
な
か
っ
た
は
ず
の

公
費
が
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
議

会
と
し
て
正
常
な
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
発

現
と
行
政
（
役
場
）
側
の
適
正
な
業
務

遂
行
に
期
待
し
ま
す
。

佐
々
町
羽
須
和
免
　
　

染
川
　
勝
英

新
庁
舎
建
設
に

  

絡
む
問
題
は

    

一
体
ど
う
な
っ
た
の
？
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今
、
町
民
の
皆
様
が
求
め
て
い
る
の
は
、
町
民

に
よ
る
町
民
の
た
め
の
町
政
、
暮
ら
し
を
守
る
町

政
、
町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
主
義
、
器
に
合
っ
た
財
政

施
策
、
財
政
立
て
直
し
が
町
民
の
願
い
で
す
。
町

が
抱
え
て
い
る
キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
を
提
起
し
ま
す
。

１
．
当
初
予
算
案
の
編
成
に
あ
た
っ
て

　
町
の
財
政
施
策
は
逼
迫
し
て
お
り
、
財
源
に
は

限
界
が
あ
る
よ
う
で
す
。
従
っ
て
、
会
計
監
査
の

意
見
書
に
指
摘
さ
れ
た
内
容
を
重
く
受
け
止
め
、

上
部
機
関
と
連
携
を
深
め
、
国
・
県
の
政
策
を
活

用
し
、
予
算
案
に
繰
入
れ
事
業
を
推
進
す
る
こ
と

で
す
。

２
．
町
有
地
へ
の
企
業
誘
致
促
進

　
担
当
理
事
を
設
け
、
誘
致
活
動
を
す
る
事
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
適
任
者
不
在
で
数
年
な
お

ざ
り
に
な
っ
て
い
る
。
幸
い
に
も
、
国
「
地
方
創

制
資
金
」
県
「
企
業
誘
致
促
進
強
化
」
掲
げ
て
い

ま
す
。
町
も
ハ
イ
ウ
ェ
イ
網
を
活
し
、
国
・
県
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
企
業
誘
致
し
、

町
の
財
源
を
確
保
す
る
事
で
す
。

３
．
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
町
は
過
去
に
大
水
害
を
被
っ
た
事
が
あ
り
ま

す
。「
天
災
は
何
時
く
る
か
分
か
ら
な
い
」
国
に

お
い
て
も
、
能
登
半
島
の
大
地
震
を
教
訓
に
、
令

和
７
年
度
か
ら
防
災
庁
を
設
置
、
予
算
化
し
、
地

方
へ
支
局
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
町
も
過
去
の
経

験
を
生
か
し
て
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
政

策
・
立
案
し
て
、
資
金
の
メ
ド
を
付
け
準
備
体
制

が
必
要
で
す
。

４
．
町
営
住
宅
の
建
て
替
え
に
つ
い
て

　
住
宅
の
耐
用
年
数
が
超
過
し
て
、
至
る
所
に
空

家
が
多
く
雑
草
が
散
乱
し
て
い
る
。
見
る
影
も
な

い
よ
う
で
す
。「
住
み
た
く
な
る
町
」
へ
し
て
下

さ
い
。

５
．
議
会
改
革
推
進
（
議
会
の
在
り
方
）

　
議
員
定
数
の
削
減
、
少
数
精
鋭
主
義
、
一
問
一

答
方
式
を
改
め
、「
議
論
100
戦
し
て
一
利
有
り
」、

Ｓ
Ｎ
Ｓ 

・
ア
プ
リ
・
デ
ジ
タ
ル
の
機
能
を
充
分

活
用
し
て
、
議
論
を
展
開
し
て
欲
し
い
。
尚
、
先

の
選
挙
で
半
数
の
議
員
が
衣
替
え
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
佐
々
町
は
官
製
談
合
事
件

で
大
恥
を
か
い
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
新
進
気
鋭
の
議
員
が
新
風
を
吹
き
込

み
、
第
三
者
委
員
会
を
設
け
、
原
因
を
究
明
し
て
、

特
別
公
務
員
の
懲
罰
制
度
を
条
例
で
制
定
し
、
二

度
と
事
件
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
が
、佐
々
町
の
名
誉
挽
回
「
再
生
の
道
」

へ
と
継
承
す
る
事
で
す
。

佐
々
町
須
崎
免
　
　

宮
﨑
　
勝
紀

新
進
気
鋭
の
町
長
、

　
　
　
　財
政
施
策
に
期
待
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議
会
日
誌

【
４
月
】

　
２
日
　
議
会
広
報
委
員
会

　
11
日
　
議
会
広
報
委
員
会

　
14
日
　
全
員
協
議
会

　
18
日
　
議
会
広
報
委
員
会

　
22
日
　
議
会
広
報
委
員
会

　
23
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
25
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
第
４
回
臨
時
会

【
５
月
】

　
７
日
　
議
場
開
場
式

　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
９
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
第
５
回
臨
時
会

　
12
日
　
西
九
州
自
動
車
道
建
設

促
進
期
成
会
定
期
総
会

　
19
日
　
総
務
厚
生
委
員
会

　
26
日
　
東
彼
杵
道
路
建
設
促
進

期
成
会
定
期
総
会

【
６
月
】

　
26
日
　
議
員
懇
談
会

【
７
月
】

　
１
日
　
第
６
回
臨
時
会

　
８
日
　
視
察
研
修
受
入
れ
（
長

崎
県
雲
仙
市
）

　
11
日
　
４
市
１
町
西
九
州
自
動

車
道
建
設
促
進
協
議
会 

理
事
会

　
14
日
　
長
崎
県
西
九
州
自
動
車

道
建
設
促
進
期
成
会 

総
会

15
日
　
産
業
建
設
文
教
委

員
会

16
日
　
４
市
１
町
西
九
州

自
動
車
道
建
設
促

進
協
議
会 

総
会

18
日
　
総
務
厚
生
委
員
会

22
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
会
広
報
委
員
会

24
日
　
委
員
長
研
修
会

（
長
崎
県
市
町
村

会
館
）

29
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
７
月
定
例
会

　
　
　
　
　
　（
１
日
目
）

30
日
　
７
月
定
例
会

　
　
　
　
　
　（
２
日
目
）

　
　
　
全
員
協
議
会

31
日
　
７
月
定
例
会

　
　
　
　
　
　（
３
日
目
）

　
６
月
の
佐
々
町
議
会
議
員

選
挙
以
降
、７
月
の
臨
時
議
会
、

定
例
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　
議
会
広
報
委
員
会
は
、
新

人
議
員
５
名
で
の
編
成
と
な

り
ま
し
た
。
日
々
、
緊
張
感

を
持
ち
な
が
ら
、
よ
り
良
い

佐
々
町
へ
の
発
展
の
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
議
員
活
動
に
尽
力

し
て
お
り
ま
す
。
広
報
誌
作

成
に
お
い
て
は
、
不
慣
れ
な

点
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
わ
か

り
や
す
い
言
葉
と
見
や
す
い

レ
イ
ア
ウ
ト
を
意
識
し
な
が

ら
、
議
会
活
動
を
町
民
の
皆

さ
ま
に
お
伝
え
し
て
い
く

ツ
ー
ル
と
し
て
「
議
会
だ
よ

り
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
ご
感
想
ご
意
見
な
ど
、
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
委
員
会
一
同

委
員
長
　
　
黒
田
　
龍
之
介

副
委
員
長
　
山
之
内
　
英
樹

委
員
　
　
　
中
川
　
由
美
恵

委
員
　
　
　
井
上
　
智
恵
美

委
員
　
　
　
棚
橋
　
優
汰

編
集
後
記

次回定例会の傍聴ご案内
９月を予定しています。日程については、
広報無線、佐々町公式ホームページで
お知らせします。
７月定例会の傍聴者数は62人でした。

0956ｰ62ｰ3178
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